
主  な  内  容     ■    年頭のごあいさつ ■  ■  くらし／福祉
 　　　　　       ■    所得税、市・県民税の申告 ■  心の広場
　　　　　        　　　　　        ■  ■  統一地方選挙 ■ ■  暮らしのアドバイス 相談　
　　　　　　     ■  ■  My Town Topics ■  ■  みんなの健康
　　　      　     ■  ■  情報ひろば ■    ふかやガーデニング情報

人  口 148,348（ー  12）

男  性 74,110（ー  16）

女  性 74,238（＋    4）

世  帯  52,346（＋  45）

平成18年12月1 日現在（前月比）
（外国籍のかたも含みます）

深谷市の人口と世帯
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置
す
る
医
療
系
大
学
を
誘
致
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

看
護
・
福
祉
系
学
部
の
誘
致
に
限

定
し
た
主
な
理
由
は
、
本
市
福
祉
施

策
へ
の
貢
献
が
期
待
さ
れ
る
こ
と
、

ま
た
、
少
子
化
の
進
行
に
伴
っ
て
18

歳
人
口
が
減
少
す
る
時
代
に
あ
っ
て

も
、
今
後
、
本
格
的
な
高
齢
社
会
を

迎
え
る
た
め
、
看
護
・
福
祉
系
学
部

へ
の
入
学
志
願
者
の
増
加
、
卒
業
生

に
対
す
る
求
人
が
見
込
ま
れ
、
安
定

的
な
経
営
が
予
想
さ
れ
る
た
め
で
す
。

大
学
誘
致
の
メ
リ
ッ
ト

大
学
誘
致
の
メ
リ
ッ
ト

―

大
学
機
能
を
地
域
社
会
に
還
元―

大
学
誘
致
は
、
教
育
機
能
の
促
進

（
地
域
社
会
の
高
等
教
育
機
会
の
確

保
）
を
は
じ
め
、
研
究
機
能
の
推
進

（
大
学
と
の
施
策
の
共
同
研
究
、
委

託
研
究
な
ど
）、
地
域
サ
ー
ビ
ス
機

能
の
充
実
（
市
民
の
生
涯
学
習
、
公

開
講
座
な
ど
の
提
供
）
が
一
般
的
な

メ
リ
ッ
ト
と
し
て
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

市
で
は
、
こ
れ
ら
の
メ
リ
ッ
ト
が
市

政
に
反
映
さ
れ
る
よ
う
に
努
め
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
が
、特
に
（
仮
称
）

東
都
医
療
大
学
、
埼
玉
工
業
大
学
に

協
力
を
頂
き
、
市
と
大
学
が
共
同
し

て
、
地
域
政
策
を
展
開
し
て
い
く
こ

と
を
検
討
し
ま
す
。

―

地
域
医
療
の
充
実
に大

き
な
期
待―

昨
年
11
月
に
新
設
認
可
を
受
け
た

11
大
学
の
う
ち
、
６
大
学
が
医
療
系

大
学
で
し
た
が
、
近
年
の
医
療
は
専

門
化
、
高
度
化
し
、
医
用
機
器
の
進

歩
も
著
し
い
た
め
、
医
療
ス
タ
ッ
フ

の
質
の
向
上
が
求
め
ら
れ
て
い
る
証

し
と
い
え
ま
す
。

今
回
、
市
が
誘
致
す
る
（
仮
称
）

東
都
医
療
大
学
は
、
こ
れ
ら
の
ニ
ー

ズ
に
応
え
ら
れ
る
、
ま
た
、
指
導
的

な
役
割
を
担
う
看
護
師
を
育
成
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。さ
ら
に
、

将
来
的
に
は
新
た
な
医
療
学
科
の
増

設
も
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し

た
大
学
が
市
に
設
置
さ
れ
る
こ
と
に

よ
り
、
卒
業
生
が
市
内
の
医
療
機
関

に
就
職
し
、
地
域
医
療
の
充
実
が
促

進
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

―

経
済
波
及
効
果
は
、

年
間
12
億
６
，
５
０
０
万
円―

大
学
誘
致
は
、
地
域
経
済
の
拡
大

（
学
生
・
教
員
な
ど
の
地
域
内
消
費
活

動
お
よ
び
運
営
経
費
の
地
域
内
支
出

な
ど
の
経
済
波
及
効
果
）
の
メ
リ
ッ

ト
が
あ
り
、（
仮
称
）
東
都
医
療
大
学

の
誘
致
を
例
に
取
れ
ば
、
開
設
４
年

後
に
収
容
定
員
４
０
０
人
を
満
た
し

た
際
は
、
１
年
間
で
直
接
効
果
と
し
て

５
億
５
，
０
０
０
万
円
、
間
接
効
果
と

し
て
７
億
１
，
５
０
０
万
円
、
合
計
で

12
億
６
，
５
０
０
万
円
の
経
済
波
及
効

果
が
生
じ
る
と
の
試
算
が
あ
り
ま
す
。

（
仮
称
）
東
都
医
療
大
学
が
今
後
、
学

部
・
学
科
の
増
設
に
伴
う
学
生
数
が
増

加
す
れ
ば
、
さ
ら
に
、
大
き
な
経
済
波

及
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。

大
学
設
置
に
対
す
る

大
学
設
置
に
対
す
る

市
の
助
成

市
の
助
成

―

校
地
は
無
償
貸
与
、
６
億
８
，

５
０
０
万
円
の
補
助
金
を
交
付―

市
は
、（
仮
称
）
東
都
医
療
大
学
を

誘
致
す
る
た
め
に
、
校
地
（
校
舎
敷

地
お
よ
び
運
動
場
）
は
、（
仮
称
）
東

都
医
療
大
学
設
立
準
備
委
員
会
に
対

し
て
30
年
間
、
無
償
で
貸
与
し
ま
す
。

ま
た
、大
学
設
置
補
助
金
と
し
て
、

同
準
備
委
員
会
が
設
立
予
定
の
（
仮

称
）
学
校
法
人
青せ
い

淵え
ん

学
園
に
対
し

て
、
６
億
８
，
５
０
０
万
円
を
交
付

す
る
予
定
で
す
。

学
校
法
人
名
を
青
淵
学
園
と
す
る

の
は
、
深
谷
市
が
近
代
日
本
経
済
の

父
と
い
わ
れ
る
渋
沢
栄
一
翁
の
生
誕

地
で
あ
る
こ
と
に
ち
な
み
、
渋
沢
翁

の
教
育
に
対
す
る
理
念
を
尊
重
す
る

学
園
と
し
た
い
た
め
、
翁
の
号
「
青

淵
」
を
付
し
た
そ
う
で
す
。

明けましておめでとうございます。
皆様には輝かしい新春を迎えられま
したこととお慶び申し上げます。
私は、昨年９月の深谷市議会第３

回定例会において、図らずも議長に
就任しましたが、以来議会の円満な
運営と、市政の進展を第一義とし、

誠心誠意努力してまいり、大過なく越年することがで
きました。これもひとえに皆様のご支援、ご協力のた
まものと心から感謝しております。
さて、わが深谷市は、昨年１月の１市３町の合併から

はや１年が過ぎ、人口も 15万人になろうとしておりま
す。昨今の社会情勢や経済状況の変化に伴い、今後の市
政には市民福祉の向上、生活の安定向上、さらに安心し
て暮らせるまちづくりが一層強く求められております。
これらの重要課題に対し、市としていかに対応し、施策
の展開を図るのかの指針となる総合振興計画が今年策定
されます。この計画は市政の長期的ビジョンを定めるも
のでありますので、議会といたしましても今後協議を重
ね、市民の皆様にとって夢と希望に満ちた深谷市が形成
されるよう慎重に検討してまいりたいと思います。
平成 19 年が市民の皆様にとって最良の年となります

ことを望み、議会に携わる者として、議会の果たすべ
き役割と責任を自覚し、市民の負託に応えられますよ
う最大限の努力を傾注してまいる所存でございますの
で、皆様のご理解とご協力をお願いいたします。

謹んで新春のお慶びを申し上げます。
光陰矢のごとしと申しますが、昨
年１月１日の新深谷市誕生から、早
くも１年が経過いたしました。この
間、私は「合併してよかった」と多
くの市民の皆様に実感していただけ
るよう、鋭意努力し市政を運営してまいりました。
しかし、同時にこの 1年間で、地方自治体を取り巻
く情勢は厳しさを増しております。「三位一体改革」に
よる財源規模の縮小や少子高齢化の進行、さらには地
域間競争の激化など、新たな行政課題が山積しており
ます。
そうした課題を克服すべく、積極的に行財政改革を推
進し、地方分権型社会に対応しうる、自立した自治体と
しての体制整備を行う所存であります。また今年は、市
の施策として永年の課題であった大学の設置が本格化し
ます。大学の設置は、大学機能を地元に還元できるほか、
若い年代層が継続的に定住するというメリットがあり、
まちの活性化や、商業活動の推進力として期待されます。
市といたしましては、引き続き大学等の誘致を推進して
まいります。
今年は、新深谷市として、築き始めた基盤をさらに
強固なものとし、未来へ発展させていく極めて重要な
年となります。深谷市のさらなる繁栄のため、全力で
市政運営に努めてまいる所存でありますので、市民の
皆様のご理解とご協力をお願い申し上げます。

の
う
ち
、
３
つ
の
大
学
お
よ
び
大
学

の
紹
介
に
よ
る
医
療
法
人
社
団
大
坪

会
（
東
京
都
世
田
谷
区
・
大お

お

坪つ
ぼ

修お
さ
む

理

事
長
）
か
ら
、本
市
に
大
学
設
置
（
学

部
の
増
設
を
含
む
）
の
可
能
性
が
あ

る
と
の
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
基
づ
き
本
市
で
は
、
学
部

の
種
類
、
規
模
、
設
置
経
費
や
本
市

に
対
す
る
補
助
金
要
望
額
な
ど
、
詳

細
な
意
向
調
査
を
実
施
し
、
検
討
の

結
果
、
医
療
法
人
社
団
大
坪
会
が
設

医
療
法
人
社
団
大
坪
会
が

医
療
法
人
社
団
大
坪
会
が

大
学
を
設
置

大
学
を
設
置

―

市
政
の
重
要
課
題
が
大
き
く
前
進―

市
で
は
昨
年
４
月
、
全
国
４
年
制

私
立
大
学
５
５
５
校
を
対
象
に
、
看

護
・
福
祉
系
学
部
を
誘
致
す
る
た
め

に
、
簡
易
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施

し
ま
し
た
。
２
７
５
校
（
回
収
率
は

49
・
５
％
）
か
ら
回
答
が
あ
り
、
そ

市
で
は
、
ま
ち
づ
く
り
の
重
要
施
策
の
一
つ
と
し
て
、
積
極
的
に
大
学

誘
致
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
が
、
昨
年
８
月
、
医
療
法
人
社
団
大お

お

坪つ
ぼ

会か
い

と
（
仮
称
）
東と

う

都と

医
療
大
学
の
設
置
に
つ
い
て
基
本
合
意
に
達
し
ま
し
た
。

12
月
に
開
催
さ
れ
た
市
議
会
第
４
回
定
例
会
で
は
、
同
校
に
対
す
る
市

有
地
の
無
償
貸
与
や
補
助
金
の
債
務
負
担
行
為
に
つ
い
て
の
議
案
が
可
決

さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
今
後
、
平
成
20
年
４
月
の
開
学
に
向
け
て
準

備
が
進
め
ら
れ
て
い
く
予
定
で
す
。

今
回
は
、
誘
致
決
定
に
至
る
ま
で
の
経
緯
や
大
学
誘
致
の
意
義
、
県
北
で

初
め
て
設
置
さ
れ
る
医
療
系
大
学
の
概
要
な
ど
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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他
の
自
治
体
の
誘
致
状
況

他
の
自
治
体
の
誘
致
状
況

―
地
方
都
市
と
し
て
は

安
価
な
誘
致
条
件―

過
去
５
年
間
で
大
学
を
誘
致
し
た
地

方
自
治
体
の
う
ち
、
財
政
支
援
を
行
っ

た
全
国
５
都
市
の
校
地
お
よ
び
設
置
費

に
対
す
る
助
成
を
調
べ
ま
し
た
。

校
地
の
取
得
費
を
全
額
補
助
し
た

の
が
１
都
市
、
校
地
の
す
べ
て
を
大

学
に
無
償
譲
渡
し
た
の
が
１
都
市
、

校
地
の
半
分
を
無
償
譲
渡
・
半
分
を

無
償
貸
与
が
１
都
市
、
校
地
の
８
割

を
無
償
貸
与
・
２
割
を
学
校
法
人
が

取
得
し
た
の
が
１
都
市
、
学
校
法
人

が
購
入
し
た
の
が
１
都
市
と
な
っ
て

い
ま
す
。
本
市
の
場
合
、
無
償
貸
与

と
な
り
ま
す
。

補
助
金
に
つ
い
て
は
、
約
77
億

円
が
１
都
市
、
約
15
億
円
が
１
都

市
、
約
９
億
円
が
１
都
市
、
開
学
後

５
年
間
毎
年
３
，
５
０
０
万
円
、
以

降
１
，
５
０
０
万
円
を
補
助
が
１

都
市
、
補
助
な
し
が
１
都
市
と
な
っ

て
い
ま
す
。
本
市
の
場
合
、
大
学
設

置
後
の
運
営
費
補
助
は
一
切
な
く
、

設
置
費
補
助
金
と
し
て
、
６
億
８
，

５
０
０
万
円
を
助
成
し
ま
す
。

本
市
の
誘
致
条
件
は
、
校
地
の

取
り
扱
い
お
よ
び
補
助
金
額
を
例
に

取
っ
て
も
、
全
国
の
地
方
都
市
が
大

学
を
誘
致
し
た
事
例
の
中
で
は
、
財

政
負
担
の
少
な
い
部
類
に
属
し
ま
す

（
詳
し
く
は
表
１
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）。

埼
玉
県
北
で

埼
玉
県
北
で

初
め
て
の
医
療
系
大
学

初
め
て
の
医
療
系
大
学

―

開
学
は
平
成
20
年
４
月―

（
仮
称
）
東
都
医
療
大
学
を
設
置
す

る
医
療
法
人
社
団
大
坪
会
は
、
既

存
の
学
校
法
人
を
有
し
て
い
な
い
た

め
、
本
年
４
月
に
学
校
法
人
の
設
立

認
可
申
請
と
大
学
設
置
認
可
申
請
を

並
行
し
て
文
部
科
学
省
に
行
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。
開
学
は
、
平
成
20
年

４
月
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

現
在
、
埼
玉
県
に
は
看
護
系
大
学

が
３
つ
（
埼
玉
県
立
大
学
保
健
医

療
福
祉
学
部
（
越
谷
市
）、
埼
玉
医

科
大
学
保
健
医
療
学
部
（
川
越
市
）、

目
白
大
学
看
護
学
部
（
さ
い
た
ま

市
））
あ
り
ま
す
が
、
県
北
で
は
初

め
て
の
医
療
系
大
学
と
な
り
、
本
市

だ
け
で
な
く
、
埼
玉
県
北
の
住
民
の

皆
さ
ん
に
、
高
等
教
育
の
場
を
提
供

す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。

（
仮
称
）東
都
医
療
大
学
の
概
要

（
仮
称
）東
都
医
療
大
学
の
概
要

―

学
部
名
は
、

（
仮
称
）ヒ
ュ
ー
マ
ン
ケ
ア
学
部―

大
学
名
の
「
東
都
」
と
は
、
古
く

は
室
町
時
代
か
ら
用
い
ら
れ
た
と
い

わ
れ
る
京
の
都
に
対
す
る
東
方
の
都

の
意
味
で
、
埼
玉
県
北
に
位
置
す
る

深
谷
市
が
、
都
市
と
し
て
発
展
す
る

願
い
を
込
め
て
名
称
と
し
て
用
い
た

そ
う
で
す
。「
医
療
」と
付
し
た
の
は
、

大
学
の
将
来
構
想
と
し
て
医
療
関
連

学
科
の
設
置
を
考
え
て
い
る
た
め
だ

そ
う
で
す
。

学
部
学
科
名
は
、（
仮
称
）
ヒ
ュ
ー

マ
ン
ケ
ア
学
部
看
護
学
科
で
、
入
学
定

員
１
０
０
人
、
収
容
定
員
４
０
０
人
で

す
。
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ケ
ア
学
部
と
い
う
名

称
は
、
開
学
当
初
は
看
護
学
科
の
み
を

設
置
し
ま
す
が
、
将
来
的
に
は
健
康
医

療
関
連
の
専
門
職
業
人
と
し
て
の
み

な
ら
ず
、
人
間
と
し
て
ケ
ア
に
携
わ
る

こ
と
に
よ
っ
て
人
間
性
を
豊
か
に
す

る
人
材
を
育
て
る
学
科
を
複
数
設
置

す
る
こ
と
を
考
え
て
い
る
か
ら
だ
そ

う
で
す
。
こ
の
よ
う
に
、
近
い
将
来
、

全
人
格
的
な
ケ
ア
を
目
指
す
学
部
構

成
に
す
る
こ
と
を
考
慮
し
て
、
当
該
名

称
を
定
め
た
そ
う
で
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
大
学
の
校
舎
敷
地

と
し
て
は
少
し
狭

き
ょ
う

隘あ
い

な
場
所
で
す
が
、

本
市
は
、
現
有
す
る
市
有
地
の
中
で

最
も
面
積
が
広
い
当
該
土
地
を
大
学

誘
致
の
候
補
地
に
挙
げ
ま
し
た
。

ま
た
、
大
学
の
運
動
場
と
し
て
、

上
柴
中
学
校
の
北
側
、
西
原
公
園
東

の
市
有
地
を
提
供
し
ま
す
。

―

校
舎
は
地
上
４
階
建
て
、

レ
ン
ガ
調
タ
イ
ル
を
使
用―

本
市
が
推
進
す
る
レ
ン
ガ
の
ま
ち

づ
く
り
に
協
調
す
る
た
め
、
校
舎
の

外
壁
に
は
、
レ
ン
ガ
調
タ
イ
ル
を
使

用
す
る
そ
う
で
す
。

校
舎
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造

り
の
地
上
４
階
建
て
、
延
べ
床
面
積

は
５
，
８
６
５
・
１
㎡
で
す
。
建
築

費
概
算
は
、
15
億
６
，
６
０
０
万
円
、

来
年
２
月
の
完
成
を
予
定
し
て
い
ま

す
。今

後
も
大
学
・
専
門
学
校
の

今
後
も
大
学
・
専
門
学
校
の

誘
致
を
推
進
し
ま
す

誘
致
を
推
進
し
ま
す

大
学
誘
致
の
メ
リ
ッ
ト
と
し

て
、
１
点
目
に
、
大
学
機
能
を
地
域

社
会
に
還
元
で
き
る
こ
と
、
２
点
目

に
、
学
生
・
教
員
な
ど
の
消
費
活
動

に
よ
る
経
済
波
及
効
果
を
挙
げ
る
こ

と
が
で
き
ま
す
が
、
特
に
大
き
な
メ

リ
ッ
ト
と
し
て
、
18
歳
か
ら
21
歳
ま

で
の
若
い
定
住
人
口
を
増
加
さ
せ
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
大
学
・
専
門
学

校
を
誘
致
す
る
こ
と
は
、
財
政
的
な

負
担
を
あ
ま
り
必
要
と
し
な
い
消
費

活
動
が
盛
ん
な
若
い
定
住
人
口
を
、

常
に
提
供
す
る
仕
組
み
を
誘
致
す
る

こ
と
と
も
い
え
ま
す
。
こ
う
し
た
若

い
年
齢
層
が
増
加
す
る
こ
と
は
、
ま

ち
が
活
性
化
さ
れ
、
商
業
の
活
性
化

へ
と
連
動
し
ま
す
。

地
方
交
付
税
や
補
助
金
の
削
減
が

進
行
す
る
状
況
に
あ
っ
て
、
行
財
政

改
革
に
よ
り
効
率
的
な
市
役
所
の
組

織
体
制
の
整
備
や
行
政
経
費
の
削
減

に
努
め
ま
す
が
、
市
民
ニ
ー
ズ
に
応

え
る
新
た
な
施
策
を
展
開
し
た
り
、

市
民
サ
ー
ビ
ス
を
維
持
し
、
拡
充
し

た
り
す
る
た
め
に
は
、
い
っ
そ
う
の

自
主
財
源
の
確
保
が
必
要
に
な
り
ま

す
。
こ
の
た
め
、
市
で
は
企
業
誘
致

を
推
進
し
て
、
税
収
増
に
よ
る
自
主

財
源
の
拡
大
を
図
ろ
う
と
し
て
い
ま

す
。
大
学
誘
致
も
、
ま
ち
の
活
性
化
、

商
業
活
性
化
の
推
進
力
と
な
る
た

め
、
市
は
引
き
続
き
誘
致
を
推
進
し

て
い
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

政
策
推
進
課
（
☎

５
７
４―

８
０
９
６
）
へ

　表１・新設大学補助（過去５年間／平成14年度から18年度）　※自治体（市・町）から財政支援のあった大学

No. 開設年度 大学名 校地の補助 補助金 補助総額 大学設置費の総額 開学後の運営費補助

1 14 Ａ大学
校地購入費の全額を補助
（1,102,319 千円）

912,186 千円 2,014,505 千円 5,662,319 千円 なし

2 15 Ｂ大学
校地の半分を無償譲渡、
半分は無償貸与

なし
校地の半分を無償
譲渡

不明
開学後５年間は35,000千円を
補助、以降 15,000 千円を補助

3 15 Ｃ大学 学校法人が取得 1,496,523 千円 1,496,523 千円 4,738,488 千円 なし

4 16 Ｄ大学
約８割を無償貸与、約２
割は学校法人が取得

7,750,000 千円 7,750,000 千円 11,238,311 千円 なし

5 18 Ｅ大学 校地・校舎を無償譲渡 なし
校地・校舎を無償
譲渡

不明 なし

- 20
( 予定）

（仮称）
東都医療大学

校地を無償貸与 685,000 千円 685,000 千円 2,109,400 千円 なし

１．構造形式：鉄筋コンクリート造
２．階数：地上４階
３．延床面積：5,865.1 ㎡
４．建築費概算：1,566,000千円
５．工期：平成 19年 4月～平成 20年 2月

階数 床面積（㎡） 主な施設

１階 1,827.00 事務室、学生ホール、図書室、体
育室、食堂など

２階 1,671.00 学長室、200人教室２、50人教室３、
講師室５、会議室２、売店など

３階 1,787.80 100 人教室２、50 人教室１、
30人教室３、実習室４など

４階 579.30 予備室

（仮称）東都医療大学 校舎完成イメージ図

Fukaya City Public Information,2007.01,Japan

―

校
舎
は
上
柴
町
西
四
丁
目
、

運
動
場
は
上
柴
町
西
ニ
丁
目
に
設
置―

大
学
の
校
舎
は
、
上
柴
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
セ
ン
タ
ー
、イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
ド
ー

深
谷
店
南
（
上
柴
町
西
四
丁
目
）
の

市
有
地
（
約
５
，
６
１
８
㎡
）
に
設

置
し
ま
す
。※（仮称）東都医療大学設立準備委員会提供

　平成 18年 12 月現在
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♦ 

申
告
が
必
要
な
か
た

平
成
18
年
中
の
あ
な
た
の
収
入

に
つ
い
て
、
上
記
の
フ
ロ
ー
チ
ャ
ー

ト
を
使
用
し
て
、
該
当
す
る
内
容
を

｢

は
い｣｢

い
い
え｣

の
矢
印
に
従
い
、

た
ど
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。
そ
の
結
果
、

税
務
署
ま
た
は
各
会
場
へ
た
ど
り
つ

い
た
か
た
は
、
申
告
を
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
の
で
、
３
月
15
日
㈭
ま
で

に
申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

♦ 

収
入
が
な
か
っ
た
か
た

申
告
は
市
・
県
民
税
の
課
税
資
料

に
な
る
ほ
か
、
国
民
健
康
保
険
税
や

介
護
保
険
料
の
資
料
に
な
り
ま
す
。
ま

た
、
児
童
手
当
、
保
育
園
、
幼
稚
園

就
園
奨
励
費
、
融
資
な
ど
の
申
請
に

必
要
な
証
明
の
基
に
な
り
ま
す
。

平
成
18
年
中
に
収
入
が
な
か
っ
た

か
た
で
、
ど
な
た
の
扶
養
に
も
な
っ

て
い
な
い
か
た
、
ま
た
は
他
市
町
村

に
お
住
ま
い
の
親
族
の
扶
養
に
な
っ

て
い
る
か
た
は
、
申
告
が
必
要
で
す
。

市
・
県
民
税
申
告
書
裏
面
の｢

所
得
が

な
か
っ
た
か
た
の
記
入
欄｣

に
記
入
の

上
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
告
書
が
送
付
さ
れ
な
か
っ
た
場
合

は
、
市
民
税
課
ま
た
は
各
総
合
支
所

税
務
課
に
請
求
し
て
く
だ
さ
い

　

所
得
税
、
市
・
県
民
税
の
申
告
が
始
ま
り
ま
す
。
毎
年
申
告
期
限
が
近
づ
く
と
会
場
が
大
変
混

雑
し
ま
す
。
お
住
ま
い
の
地
区
ご
と
に
最
寄
り
の
公
民
館
な
ど
で
受
け
付
け
を
行
い
ま
す
の
で
、

早
め
に
準
備
し
、
各
会
場
で
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。
各
会
場
の
日
程
な
ど
は
７
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

※
平
成
19
年
度
の
税
制
改
正
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
広
報
ふ
か
や
２
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す

市・県民税の申
告の必要はあり
ません。

平成19年1月
1日現在住ん
でいた市区町
村に確認して
ください。

はい

いいえ

税務署に確定申告をし
ますか？

はい

いいえはい

はい いいえ

いいえはい

いいえ

はい

はい

はい

はい

いいえ

熊谷税務署
税務署に確定申
告書を提出する
必要があります。

各　会　場
あなたは深谷市に市・県民税の申告
をする必要があります。申告期間内
に申告を済ませましょう。申告書が
送付されていないかたは、各会場、
市民税課、または各総合支所税務課
に用意してあります。

同居の親族（親、夫、妻、
兄弟など）が会社で年末
調整を行い扶養親族の申
告をしているか、もしく
は確定申告において扶養
親族の申告をしますか？
ただし、次の①②どちら
かに該当するかたは「い
いえ」に進んでください。
①単身赴任など別居親族
の扶養親族のかた
②深谷市国民健康保険に
加入のかた

平成18年1月1日～ 12月31日
までに収入がありましたか？

給与以外の所
得が20万円を
超えますか？

あなたは給与所得者ですか？

税務署から申告書が送
付されていますか？

勤務先から深谷市に
給与支払報告書が提
出されていますか？
（勤務先へ確認）

会社からもらう給与
のほかに不動産所得、
原稿料、年金などの
収入がありますか？

スタート
平成19年1月1日現在深谷
市に住んでいましたか？

いいえ

♦ 

郵
送
で
も
申
告
で
き
ま
す

自
書
記
載
を
さ
れ
た
か
た
に
つ
い
て

は
、
次
表
の
「
市
・
県
民
税
の
申
告
に

必
要
な
も
の
」
を
ご
覧
に
な
り
、
証
明

書
な
ど
を
添
付
し
て
、
市
民
税
課
へ
郵

送
し
て
申
告
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

♣♥♠  市・県民税の申告に必要なもの  ♠♥♣
すべてのかた 申告書、印章（印鑑）

給与所得のかた 源泉徴収票（ない場合は支払者からの証
明、給与明細などの収入額が分かるもの）

給与所得以外のかた 収入・経費の分かる帳簿、支払調書、領
収証など

社会保険料控除など
を受けるかた

国民健康保険税、国民年金、介護保険料、
生命保険料、損害保険料などの支払証明書

寄付金控除を受ける
かた

都道府県、市区町村、県共同募金会、日
本赤十字社などの証明書

医療費控除を受ける
かた

医療機関などの領収書（医療を受けたか
たや医療機関ごとに明細書を作成し、領
収書は袋にまとめてください）

雑損控除を受けるかた 災害や盗難などで損害を受けた証明書など
その他 健康保険証、障害者手帳、学生証など

問
い
合
わ
せ　

　

市
民
税
課    

☎
５
７
４
ー
６
６
３
７

　

岡
部
税
務
課 

☎
５
８
５
ー
２
２
１
５

　

川
本
税
務
課 

☎
５
８
３
ー
２
７
８
２

　

花
園
税
務
課 

☎
５
８
４
ー
１
１
２
４

市
・
県
民
税
申
告
書
の
郵
送
先　

　

市
民
税
課

　
　

〠
３
６
６
ー
８
５
０
１

　
　

深
谷
市
仲
町
11
番
１
号

申告の受付期間：2月16日㈮～ 3月15日㈭（2月18日㈰・25日㈰は申告相談を実施）
　　　受付時間：午前9時～ 11時・午後1時～ 4時

とき
深谷地区 岡部地区 川本地区 花園地区

該当地区 会場 会場：岡部公民館 会場：川本公民館 会場：花園総合支所 201会議室

2 月 16日㈮
午前 新戒・成塚

豊里公民館  本田
午後 中瀬・高島

2 月 18日㈰
午前

平日来られないかた

南公民館

 平日来られないかた  平日来られないかた  平日来られないかた
午後

2月 19日㈪
午前 上野台 (鼠・台坂 )  本田・畠山
午後 上野台 (大台 )  畠山

2 月 20日㈫
午前 上野台 (泉台 )・萱場・見晴町・桜ケ丘  岡（上・当後）
午後 上野台 (台天白・八幡台 )・宿根 (中通り含む )  岡（下）

2 月 21日㈬
午前 上野台 (小台・ビッグウィング上柴 )・秋元町

上柴公民館

 岡（新田）
午後 東方 (下原前・南下原 )

2 月 22日㈭
午前 上柴町西 1丁目～ 3丁目 (国済寺南部含む )  岡（新田）
午後 上柴町西 4丁目～ 7丁目  普済寺

2 月 23日㈮
午前 上柴町東 1丁目～ 3丁目  普済寺
午後 上柴町東 4丁目～ 7丁目  岡部

2 月 25日㈰
午前

平日来られないかた

深谷生涯学習
センター・
深谷公民館

 平日来られないかた  平日来られないかた  平日来られないかた
午後

2月 26日㈪
午前 田所町・栄町・曲田 (錦町含む )  上郷
午後 本町・相生町・東大沼・伊勢方  下郷

2 月 27日㈫
午前 稲荷町・天神町

 武蔵野上宿から武蔵野東林下
午後 仲町・本住町・西島 (西島町含む )

2 月 28日㈬
午前 深谷・緑ケ丘・寿町  小前田 (上･中･下 )
午後 田谷・西大沼  荒川

3 月 1日㈭
午前 上敷免・高畑・起会・戸森 (戸森団地含む )

大寄公民館

 上原・田中
午後 内ケ島・矢島・谷之・大塚島  田中

3 月 2日㈮
午前 明戸・沼尻  田中・長在家
午後 新井・石塚  長在家

3 月 5日㈪
午前 江原 (サンコーポラスふかや含む )・堀米・上増田

幡羅生涯学習
センター・
幡羅公民館

 長在家・菅沼
午後 蓮沼 (藤野木含む )・旭町・宮ケ谷戸  菅沼・瀬山・川本明戸

3 月 6日㈫
午前 国済寺・国済寺町  小前田（中央・北・西）
午後 東方町・本田ケ谷  北根

3 月 7日㈬
午前 常盤町  黒田
午後 原郷  永田

3 月 8日㈭
午前 東方  岡部（南岡）・岡里
午後 東方・幡羅町  榛沢・山崎

3 月 9日㈮
午前 血洗島・町田・南阿賀野・上手計 渋沢栄一

記念館
 後榛沢・沓掛

午後 北阿賀野・横瀬・下手計・大塚  榛沢新田・西田

3 月 12日㈪
午前 人見

深谷
ビッグタートル
研修会議室

 本郷
午後 樫合・柏合  今泉・櫛挽

3 月 13日㈫
午前 境・折之口  針ヶ谷
午後 大谷・櫛引  山河

3 月 14日㈬
午前

市内全域  市内全域  市内全域  市内全域
午後

3月 15日㈭
午前

市内全域  市内全域  市内全域  市内全域
午後

※当日都合の悪いかたは、期限内に他の会場で申告してください
※午前9時ごろは大変込み合いますので、ご都合のつくかたはこの時間帯はお避けください。また、受け付け状況によりお待たせす
ることもあります

Fukaya City Public Information,2007.01,Japan
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★確定申告書などの提出について　自書記載された確定申告書などは、添付書類とともに郵送などで税務署に申告するこ
ともできます

★日曜開庁について　確定申告は、平日（月～金曜日）のほか、2月 18日㈰・25日㈰に限り、熊谷税務署で申告相談・
申告書を受け付けます（現金納付の窓口業務は行いません）。なお、会場内・駐車場ともに混雑が予想されます。お車で
のお越しはご遠慮ください

★パソコンを利用した申請書の作成について　国税庁ホームページの「確定申告書等作成コーナー」を利用すると、ご自
宅のパソコンから 24時間いつでも医療費控除や住宅借入金等特別控除などの所得税の確定申告書や青色申告決算書な
どの作成ができます。申告書などは、ご自宅のプリンターで印刷し、添付書類とともに熊谷税務署へ郵送してください。
また、e-Tax（国税電子申告･納税システム）を利用して、ご自宅のパソコンから確定申告や税務手続き、納税をするこ
ともできます。詳しくは、国税庁ホームページ（ http://www.nta.go.jp）をご覧ください

問い合わせ・送付先　熊谷税務署　〠 360－ 8620　熊谷市仲町 41番地 ／ ☎ 521－ 5649

◆ 熊谷税務署からのお知らせ

◆ 税務署の署外会場の開設（確定申告受付窓口）

※事業所得、不動産所得、譲渡所得、
贈与税および消費税などの相談は、
お受けできません。国税庁ホーム
ページ（ http://www.nta.go.jp）
をご覧いただくか、税務署へお問
い合わせください

※この会場は、関東信越税理士会熊谷
支部の協力により運営されています

受付期間 2月5日㈪～ 3月9日㈮（土・日曜日、祝日、2月12日（振り替え休日）を除く）

受付時間 午前9時30分～午後3時30分（正午～午後1時の間を除く）

会　　場 深谷コミュニティセンター集会室（1階）

対 象 者

① 給与所得者のかたで医療費控除や住宅借入金等特別控除の申告をされるかた

② 平成18年中に中途退職されたかたなど年末調整がお済みでないかた

③ 公的年金などを受給しているかた

④ 給与・雑・配当・一時所得だけのかた

　給与所得、年金などの雑所得、配当所得、一時所得に関する申告相談と申告書の作成指導により、申告書の提出ができます。
また、会場ではパソコン入力による申告書の作成もできます。

9 Fukaya City Public Information,2007.01,Japan

◆ 医療費控除を受けるかたの還付申告説明会（市民税課主催）

◎受付時間など（説明時間は2時間程度です）
　＜午前＞ 受け付け開始：9時 30分～　説明開始：10時～　＜午後＞ 受け付け開始：1時 30分～　説明開始：2時～
○説明開始後の入場はご遠慮ください。申告書用紙は会場で配布します
○都合のつかないかたは、上記開催日のいずれか都合の良い会場へお越しください
※還付金の受領は口座振り込みが便利です。通帳（申告者本人名義のもの）の金融機関名・支店名・口座番号などを事前
にご確認の上お越しください

◎住宅借入金等特別控除を受けるかたの還付申告説明会については実施しません。直接税務署へお願いします

　説明を受けながらご自分で確定申告書を作成し、提出することができます。
　対象は、給与の支払者が 1か所でほかに所得がなく、かつ年末調整が済んでいるかた（源泉徴収税額のあるかた）です。

開催日 該当地区 会場 用意していただく書類など

2 月 7日㈬
午前 藤沢、上柴、南 藤沢生涯学習センター・藤沢公民館 ①平成 18年分給与所得の源泉徴収票

   （源泉徴収税額のあるもの）
②医療費の領収書（原本）
③保険金などで補てんされる金額が分かる書類
④ボールペン、電卓、印章（印鑑）など

午後 川本、花園 花園文化会館アドニス

2月 8日㈭
午前 深谷、幡羅、明戸、大寄、八基、豊里 深谷生涯学習センター・深谷公民館

午後 岡部 岡部公民館

◆ 農業所得の収支計算説明会（税務署主催）

◎受付時間など（説明時間は1時間 30分程度です）
　＜午前＞ 受け付け開始：9時 30分～　説明開始：10時～
　＜午後＞ 受け付け開始：1時 30分～　説明開始：2時～

※どの会場でもご参加いただけます
※説明開始後の入場はご遠慮ください

　農業所得の申告については、平成 18年分から経費目安割合方式が廃止され、すべてのかたが収支計算（収入や必要経費
をご自分で計算していただく方法）による申告となります。

開催日 会場

1月15日㈪
午前 藤沢生涯学習センター・藤沢公民館

午後 川本公民館

1月16日㈫
午前 岡部公民館

午後 深谷生涯学習センター・深谷公民館

◆ 税理士による還付申告無料相談
　2月 1日㈭～15日㈭（土・日曜日、祝日、2月 12日（振り替え休日）を除く）までの間、税理士事務所で、所得金
額が300万円以下の給与所得者および年金受給者のかたの還付申告相談と申告書の作成指導を無料で行います。
　⑴年金を受給しているかた　⑵給与所得で医療費控除を受けようとされるかた　⑶年の途中で退職・就職されたかたは、
事務局（☎521 ‒ 3312）または最寄りの税理士事務所へ事前に電話連絡の上、ご利用ください。

告示日　３月 30日㈮
投票日　４月 ８日㈰

③のどにもちなどを詰まらせて意識がなくなってし
　まった場合
④屋内で起きた事故によるけが人で、早く病院に連
　れて行かなければならないのに、その手段がない
　場合
⑤生命の危険や、著しく悪化する恐れのある症状　
を示す病人で、早く病院に連れて行かなければな　
らないのに、その手段がない場合など

◎こんなときには、よく考えて判断を
　緊急性のない軽いけが、あるいは病気の時
　・風邪を引いた
　・歯が痛い
　・突き指をしたなど
　・タクシー代わりなど
　このような場合は、119番通報する前に、自家用
車やタクシー、あるいは民間救急（民間の患者搬送
事業者）などで行けないか、もう一度検討してみて
ください。

《《救急車の適正な利用について、皆さんのご理解と
　ご協力をお願いします》》

◎尊い生命を救うために、救急車の適正な利用が
　必要です
　本当に救急車が必要ですか？
　消防本部管内では、現在８台の救急車が配置されて
いますが、救急出動件数は年々増加しています。
　その中でも緊急性がないのに出動を要請するケース
も増え、本当に緊急性のある傷病者への対応に支障が
出かねない状況です。

◎こんなときは、迷わず119番通報を
①災害によって起きた事故によるけが人
②屋外や公衆の出入りする場所で起きた事故によるけ
　が人 問い合わせ　

消防本部指令課（☎ 571‐0119）へ

告示日　４月 15日㈰
投票日　４月 22日㈰

深谷市議会議員一般選挙立候補予定者説明会
　　市議選挙に立候補を予定されているかたに対し、説明会を開催します。合併後、初めて
の市議選挙のため、２回実施しますので、２回ともご出席ください。
【第１回目】
とき　１月 31日㈬　午後１時 30分～
ところ　藤沢生涯学習センター・藤沢公民館１階大会議室
【第２回目】
とき　３月３日㈯　午後２時 30分～
ところ　藤沢生涯学習センター・藤沢公民館１階大会議室

　※ 説明会は、１候補者につき、２人までの出席でお願いします 問い合わせ　
選挙管理委員会（☎ 574‐6664）へ
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〜
交
通
事
故
に
遭
っ
た
ら
届
け
出
を
〜

　

交
通
事
故
な
ど
第
三
者
の
行
為
に

よ
る
傷
病
を
治
療
す
る
際
、
国
民
健

康
保
険
や
老
人
保
健
を
使
っ
て
医
療

機
関
に
受
診
す
る
場
合
は
届
け
出
が

必
要
で
す
。

　

本
来
、
医
療
費
は
加
害
者
が
全
額

負
担
す
る
の
が
原
則
で
す
が
、
国
民

健
康
保
険
や
老
人
保
健
で
一
時
的
に

医
療
費
を
立
て
替
え
て
、
後
で
加
害

者
や
加
害
者
が
加
入
し
て
い
る
自
動

車
保
険
会
社
に
請
求
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
警
察
に
届
け
出
る
前
に

示
談
を
済
ま
せ
て
し
ま
っ
た
り
、
飲

酒
運
転
や
無
免
許
運
転
な
ど
自
己
の

故
意
に
よ
る
負
傷
の
場
合
は
、
国
民

健
康
保
険
・
老
人
保
健
を
使
っ
た
治

療
は
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。

《 

届
け
出
に
必
要
な
も
の 

》

◎
国
民
健
康
保
険
加
入
者
の
か
た

　

国
民
健
康
保
険
証

◎
老
人
保
健
受
給
者
の
か
た

　

健
康
保
険
証
・
老
人
保
健
医
療
受

給
者
証

※
必
要
と
な
る
書
類
は
、
届
け
出
の

際
に
お
渡
し
し
ま
す
。
そ
の
後
、

関
係
書
類
を
添
え
て
提
出
し
て
い

た
だ
き
ま
す

問
い
合
わ
せ
と
届
け
出　

保
険
年

金
課
（
☎
５
７
４
‐
６
６
４
１
）、

岡
部
市
民
環
境
課
（
☎
５
８
５

‐
２
２
１
３
）、
川
本
市
民
環
境

課
（
☎
５
８
３
‐
２
７
８
３
）、

花
園
市
民
環
境
課
（
☎
５
８
４
‐

１
１
２
２
）
へ

　

以
下
の
２
点
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
年
齢
計
算
に
つ
い
て

　

市
で
実
施
す
る
定
期
予
防
接

種
（
Ｂ
Ｃ
Ｇ
・
ポ
リ
オ
・
三
種
混

合
・
麻
し
ん
風
し
ん
混
合
・
日
本
脳

炎
・
二
種
混
合
・
高
齢
者
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
）
の
接
種
対
象
年
齢
に
つ
い

て
、
第
１
期
麻
し
ん
風
し
ん
混
合
予

防
接
種
を
例
に
す
る
と
、
対
象
年
齢

「
１
歳
〜
２
歳
未
満
」
と
は
、「
１
歳

の
誕
生
日
の
前
日
〜
２
歳
の
誕
生
日

の
前
々
日
ま
で
（
例
：
平
成
17
年
４

月
１
日
生
ま
れ
の
お
子
さ
ん
は
、
平

成
18
年
３
月
31
日
〜
平
成
19
年
３
月

30
日
ま
で
）
の
間
」
と
な
り
ま
す
。

■
三
種
混
合
予
防
接
種
に
つ
い
て

　

初
回
３
回
の
接
種
間
隔
に
つ
い
て

は
、
３
〜
８
週
間
を
守
っ
て
く
だ
さ

い
。
１
回
目
と
２
回
目
の
接
種
間
隔

が
３
〜
８
週
間
の
範
囲
を
超
え
た
場

合
は
任
意
接
種
扱
い
と
な
り
、
接
種

費
用
は
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
２
回
目
が
任
意
接
種
と
な

っ
た
場
合
で
も
、
２
回
目
と
３
回
目

の
接
種
間
隔
が
３
〜
８
週
の
間
で
接

種
さ
れ
れ
ば
、
３
回
目
は
定
期
の
予

防
接
種
と
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

深
谷
市
保
健
セ
ン
タ

ー
（
☎
５
７
５
‐
１
１
０
１
）
へ

　

　冬は、風邪・インフルエンザが

流行する季節です。感染予防の基

本は、普段から、規則正しい生活、

バランスの良い食事、体力の向上

に心掛け、抵抗力をつけておくこ

とです。また、日常生活では、以

下のことに留意して風邪・インフ

ルエンザを予防しましょう。

風邪・インフルエンザ予防５か条

①保温・保湿　寒さや乾燥で鼻や

のどの働きが低下すると、ウイル

スが気道に入りやすくなります。

部屋の温度は 20 ～ 25 度程度と

し、湿度は 60 ～ 80％位に保ち

ましょう

②うがい・手洗い　外出から帰っ

た後は、うがい・手洗いでウイル

スや細菌を排除しましょう

③睡眠　寝不足で体力が低下する

と抵抗力が弱まります。十分な睡

眠を取りましょう

④ストレスを減らす　ストレスを

多く抱えていると風邪に感染しや

すくなるといわれています。趣味

などを通してストレスを減らすよ

う心掛けましょう

⑤禁煙　たばこの煙を吸うと喉の

粘膜が傷つけられ、また、刺激を

受けて風邪にかかりやすくなりま

す。喫煙者はたばこを控えるよう

にし、たばこを吸う時は周囲の人

に配慮しましょう

風邪（普通感冒）とインフルエンザの違い
インフルエンザ

発熱、悪寒、頭痛

発熱、筋肉痛、関節痛
強　い
38 ～ 40℃

強　い
強　い
気管支炎、インフルエン
ザ肺炎、細菌性脳炎、脳症

風邪（普通感冒）
鼻やのどの乾燥感お
よびくしゃみ
鼻汁、鼻詰まり
軽度、極めて短期
無いか、もしくは微熱

無　い
ほとんど無い
まれに中耳炎、副鼻
腔炎

項　　目

初期症状

主な症状
悪　寒
熱および熱型

全身痛、筋肉痛、関節痛
倦怠感

合併症

問い合わせ
深谷市保健センター（☎ 575－1101）へ
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老
齢
の
年
金
を
受
け
て
い
る
人

に
、
社
会
保
険
業
務
セ
ン
タ
ー
か
ら

『
公
的
年
金
等
の
源
泉
徴
収
票
』
が

１
月
末
ま
で
に
送
付
さ
れ
ま
す
。

　

源
泉
徴
収
票
に
記
載
さ
れ
て
い
る

平
成
18
年
中
の
支
払
金
額
は
、
介
護

保
険
料
を
天
引
き
す
る
前
の
金
額
と

な
り
、
実
際
の
支
払
額
と
は
異
な
り

ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
（
記
載

さ
れ
て
い
る
介
護
保
険
料
は
社
会
保

険
料
と
し
て
源
泉
徴
収
税
額
の
計
算

対
象
か
ら
控
除
さ
れ
て
い
ま
す
）。

　

国
民
年
金
に
は
ど
ん
な
人
が
加

入
す
る
の
？

　

国
民
年
金
に
は
、
日
本
に
住
む

20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
す
べ
て
の
人

が
加
入
し
ま
す
。
職
業
に
よ
っ
て
次

の
３
つ
の
種
類
（
被
保
険
者
）
に
分

け
ら
れ
ま
す
。

①
第
１
号
被
保
険
者
＝
学
生
、
フ
リ

ー
ア
ル
バ
イ
タ
ー
、
自
営
業
者
な

ど
（
第
２
号
・
第
３
号
以
外
の
人

は
収
入
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
第
１

号
被
保
険
者
に
な
り
ま
す
）

②
第
２
号
被
保
険
者
＝
会
社
員
や
公

務
員
な
ど

③
第
３
号
被
保
険
者
＝
第
２
号
被
保

険
者
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
配
偶
者

　

年
金
っ
て
若
い
と
き
に
も
関
係

あ
る
の
？

　

関
係
あ
り
ま
す
。
国
民
年
金
は

老
後
の
年
金
だ
け
で
な
く
、
病
気
や

け
が
で
障
害
が
残
っ
た
と
き
に
も
、

障
害
基
礎
年
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

交
通
事
故
や
け
が
な
ど
、
万
一
の
と

き
に
、
生
活
の
支
え
に
な
る
の
が
障

害
基
礎
年
金
で
す
。
ま
た
、
一
家
の

働
き
手
が
亡
く
な
っ
た
と
き
、
残
さ

れ
た
妻
子
を
支
え
る
遺
族
基
礎
年
金

も
あ
り
ま
す
。

さ
れ
ず
、
着
実
に
保
険
料
を
納
め
ま

し
ょ
う
。

　

収
入
が
な
く
て
保
険
料
を
納
め

ら
れ
な
い
ん
だ
け
ど
…

　

学
生
で
あ
れ
ば
、
在
学
中
の
保

険
料
が
後
払
い
で
き
る
学
生
納
付
特

例
制
度
が
あ
り
ま
す
。
学
生
で
な
い

か
た
も
保
険
料
の
免
除
や
納
付
猶
予

を
受
け
ら
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

い
ず
れ
も
前
年
所
得
に
よ
る
審
査
が

あ
り
ま
す
が
、
納
め
ら
れ
な
い
と
き

は
そ
の
ま
ま
に
せ
ず
、
ま
ず
は
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

熊
谷
社
会
保
険
事

務
所
（
☎
５
２
２
‐
５
２
１
１
）、

保
険
年
金
課
（
☎
５
７
４
‐

６
６
４
１
）、
岡
部
市
民
環
境
課

（
☎
５
８
５
‐
２
２
１
３
）、
川

本
市
民
環
境
課
（
☎
５
８
３
‐

２
７
８
３
）、
花
園
市
民
環
境
課

（
☎
５
８
４
‐
１
１
２
２
）
へ

　

こ
の
源
泉
徴
収
票
は
、
所
得
税
の

確
定
申
告
の
際
に
添
付
書
類
と
し
て

必
要
に
な
り
ま
す
の
で
大
切
に
保
管

し
ま
し
ょ
う
。

　

も
し
、
源
泉
徴
収
票
が
１
月
末
ま

で
に
届
か
な
い
場
合
や
紛
失
さ
れ
た

と
き
は
、
住
所
地
を
管
轄
す
る
社
会

保
険
事
務
所
で
再
発
行
で
き
ま
す
の

で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
公
的
年
金
以
外
に
収
入
の

あ
る
人
、
ま
た
、
源
泉
徴
収
で
受
け

ら
れ
な
か
っ
た
控
除
（
生
命
保
険
料

や
医
療
費
な
ど
）
が
あ
る
か
た
は
、

確
定
申
告
が
必
要
で
す
。

※
遺
族
年
金
・
障
害
年
金
を
受
け
て
い

る
か
た
は
課
税
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、

源
泉
徴
収
票
は
送
付
さ
れ
ま
せ
ん

問
い
合
わ
せ　

熊
谷
社
会
保
険
事

務
所
（
☎
５
２
２
‐
５
２
１
１
）、

年
金
ダ
イ
ヤ
ル
（
☎
０
５
７
０
‐

07
‐
１
１
６
５
）
へ

　

保
険
料
は
い
く
ら
？
ど
う
や
っ

て
納
め
る
の
？

　

第
１
号
被
保
険
者
の
保
険
料

は
、
１
か
月
１
３
，
８
６
０
円
（
平

成
18
年
度
額
）
で
す
。
社
会
保
険
庁

か
ら
送
ら
れ
て
く
る
納
付
書
で
、
金

融
機
関
や
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

な
ど
で
納
め
て
く
だ
さ
い
。
口
座
か

ら
の
引
き
落
と
し
も
で
き
ま
す
。

　

将
来
国
民
年
金
が
、
破
綻
す
る

心
配
は
な
い
の
？

　

国
民
年
金
な
ど
の
公
的
年
金
制

度
は
、
国
が
責
任
を
も
っ
て
運
営

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
働
く
世
代
が

高
齢
者
世
代
を
支
え
る
仕
組
み
を
と

っ
て
お
り
、
日
本
の
経
済
社
会
が
存

続
す
る
限
り
、
決
し
て
破
綻
す
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。「
自
分
が
年
を

と
っ
た
と
き
に
は
年
金
が
も
ら
え
な

い
」
な
ど
と
い
う
う
わ
さ
に
振
り
回
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教
育
委
員
会
で
は
、
小
・
中
学
校

ご
と
の
通
学
区
域
に
基
づ
き
、
就
学

す
べ
き
学
校
を
指
定
し
、
新
１
年
生

に
入
学
通
知
を
送
付
し
ま
す
。

１
月
15
日
㈪
発
送
予
定　

　
　
　
　
（
１
月
１
日
基
準
日
）

な
お
、
特
別
な
事
情
に
よ
り
下
表

の
各
要
件
に
該
当
す
る
場
合
は
、
保

護
者
の
申
請
に
よ
り
指
定
学
校
の
変

更
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

指
定
学
校
の
変
更
を
希
望
さ
れ
る

か
た
は
、
申
立
書
に
必
要
書
類
を
添

え
て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

申
請
期
間

◎
新
１
年
生
＝
１
月
末
日
ま
で
（
入

学
通
知
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
）

◎
新
１
年
生
以
外
で
学
年
当
初
か
ら

変
更
を
希
望
す
る
場
合
＝
２
月

末
日
ま
で

◎
そ
の
他　

随
時
（
変
更
の
事
由
が

生
じ
次
第
速
や
か
に
）

問
い
合
わ
せ　

学
校
教
育
課
（
☎

５
７
２
ー
９
５
７
８
）
へ

指定学校の変更の期間

教育委員会が必要と認める期間

卒業までの期間

当該学期の終了までの期間

元の居住地に転居するまでの期間

元の居住地に転居するまでの期間

実際に転居するまでの期間

転居の日までの期間

特殊学級が設置されるまでの期間

教育委員会が必要と認める期間

教育委員会が必要と認める期間

卒業までの期間または当該部活

動が設置されるまでの期間

教育委員会が必要と認める期間

理由が解消するまでの期間

理由が解消するまでの期間

兄姉が卒業するまでの期間

卒業するまでの期間

教育委員会が必要と認める期間

「転居」とは、市内において住所を変更することをいう

就学を希望する学校 ( 変更先 )

教育委員会が適当と認めた学校

従前から通学していた学校

転居予定地を学区とする学校

教育委員会が適当と認めた学校

従前から通学していた学校

学区の隣接する中学校 ( 隣接校に

もない場合は直近の学区の学校 )

教育委員会が適当と認めた学校

下校後の児童生徒を保護する場所に

近接する学校

居所を学区とする学校

兄姉が通学している学校

学区の隣接する学校

教育委員会が適当と認めた学校

要　　　　　件

通院治療を要するなどの場合

最終学年である場合

最終学年以外である場合

自然災害などにより一時転居をする場合

住宅の改築などのため、一時転居をする場合

住宅の購入などに際し、融資を受ける条件と

して住宅完成の前に当該住宅の所在地に住民

票を移した場合

おおむね３月以内に住居の新築、購入などに

より、転居が確定している場合

指定学校に特殊学級がない場合

いじめ、不登校など特別な事情により、転校

または指定学校への就学が児童生徒の心身に

深刻な影響を及ぼすと認められる場合

転居後、おおむね 1 月以内に実施される学

校行事に参加する場合

指定学校 ( 中学校に限る ) に希望する部活動

がない場合

指定学校では日本語適応指導ができない場合

保護者の勤務形態や疾病などのため留守家庭

となり、帰宅後の児童生徒を保護監督する者

が不在の場合

債権の取り立て、家庭不和など特別な理由か

ら、一時的に住民登録をしていない場合

指定学校の変更を認められた兄姉が通学して

いる学校に就学する場合

交通量が多く、危険な道路などを回避させるこ

と、または指定学校より近い距離にある学校に

就学することにより、通学の安全が確保される

と認められる場合

その他やむを得ない事情があると認められる場合

指定学校変更要件一覧表
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■  ラインやミラーがきれいになりました

　11 月 10 日、平成 18 年度全国社会福祉大会が

日比谷公会堂で開催されました。式典では、深谷市

民生委員・児童委員協議会が厚生労働大臣表彰を受

けました。受賞理由は、多年にわたり共同募金運動

を推進し、率先して活動を行ったことが評価された

ものです。また、押
おし

野
の

見
み

孝
たか

之
ゆき

深谷地区民児協会長が

厚生労働大臣表彰を受賞しました。受賞理由は、多

年にわたり、民生委員・児童委員として社会福祉の

推進に貢献し、その功績が評価されたものです。
 新
あら
井
い
市長の両脇で表彰状を持つ岡

おか
田
だ
会長と押野見委員（左から）

■  川本ロータリークラブから寄付

■  常盤小学校児童が南極昭和基地と交信

12 月 7 日、川

本ロータリーク

ラブから、チャ

リティーゴルフの

収益金が、深谷市

社会福祉協議会に

寄付金を頂きまし

た。ありがとうご

ざいました。

■  民生･児童委員協議会と押
おし

野
の

見
み

民生委員が厚生労働大臣表彰受賞

■  2代目見返りの松を植樹

 　常盤小学校と埼玉工業大学が連携しての講座型学習活動が
11 月 22 日と 29 日の 2日間実施されました。22 日は、国

立極地研究所の研究者が訪れ、南極の昭和基地とＴＶ会議シ

ステムで、6年生の児童が、現地の隊員に質問する遠隔授業

や研究を支える科学技術などについて学習しました。さらに、

29 日は、児童が 3つのクラスに分かれてオーロラ生成の実

験などを埼玉工業大学の研究者の指導の下で実施しました。

　12月 10日、寄居地区交通安全協会花園支

部の皆さんが、花園地区を対象に道路交通環

境の整備などの奉仕作業を行いました。

　当日は早朝の濃霧にもかかわらず、午前 8

時 30分から役員 53人のうち 46人のかたが

参加して、道路の消えかかったラインの補修

やカーブミラーの清掃、交差点の見通しの妨

げになる小枝切り、道路路肩の草刈りを行い

ました。

　また、11月 26 日には同協会武川支部 15

人の皆さんが、川本地区で同様の奉仕作業を

行いました。

　11月 28日、「2代目見返りの松」の植樹式

が催されました。2月に初代が伐採された後、

松を管理する国土交通省大宮国道事務所に、

由緒ある「見返りの松」を再生してほしいと

いう要望が多く寄せられ、原郷交差点の改良

工事と併せて植樹が決まったものです。新し

く植えられた松はクロマツで樹齢は7～ 8年、

高さは 4ｍほどです。

 

小
前
田
駅
周
辺
で
の
奉
仕
作
業



な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い

【
サ
イ
レ
ン
吹
鳴
】
午
前
８
時
〜

15
秒
吹
鳴

６
秒
休
み

15
秒
吹
鳴

問
い
合
わ
せ　

消
防
本
部
総
務
課

（
☎
５
７
１
ー
０
９
０
０
）
へ

縄
文
土
器
を
作
ろ
う

　

本
物
の
縄
文
土
器
を
見
な
が
ら
本

格
的
な
手
法
で
土
器
作
り
を
し
ま
す
。

土
を
こ
ね
る
と
こ
ろ
か
ら
、
後
日
、

焼
き
上
げ
ま
で
縄
文
時
代
の
手
法
を

体
験
で
き
ま
す
。

と
き　

土
器
作
り
＝
２
月
17
日
㈯
午

前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時
・
焼
き　

上
げ
＝
３
月
10
日
㈯
午
前
10
時

募
集
人
員　

10
人

と
こ
ろ　

川
本
出
土
文
化
財
管
理
セ

臨
時
職
員
任
用
希
望
者

教
育
委
員
会
で
は
、
次
の
臨
時
職

員
へ
の
任
用
を
希
望
さ
れ
る
か
た
の

登
録
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

臨
時
職
員
を
雇
用
す
る
必
要
が
生

じ
た
と
き
に
は
、
登
録
さ
れ
た
か
た

の
中
か
ら
面
接
な
ど
に
よ
り
選
考
し
、

勤
務
し
て
い
た
だ
き
ま
す
（
登
録
し

て
い
た
だ
い
て
も
、
任
用
さ
れ
な
い

場
合
も
あ
り
ま
す
）。

勤
務
日
・
勤
務
時
間
な
ど
は
業
務

内
容
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

登
録
期
間　

受
け
付
け
後
、
平
成
20

年
3
月
31
日
㈪
ま
で

小
・
中
学
校
用
務
員

必
要
な
資
格　
65
歳
未
満
で
、
普
通

自
動
車
運
転
免
許
を
お
持
ち
の
か
た

勤
務
場
所　

市
立
小
・
中
学
校

勤
務
日　

原
則
月
〜
金
曜
日
（
１
日

８
時
間
以
内
）

幼
稚
園
教
諭

必
要
な
資
格　

幼
稚
園
教
諭
１
級
ま

た
は
２
級
普
通
免
許
（
平
成
19
年

３
月
取
得
見
込
み
可
）

勤
務
場
所　

市
立
幼
稚
園

勤
務
日　

原
則
月
〜
金
曜
日

学
校
ア
シ
ス
タ
ン
ト
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー

仕
事
の
内
容　
市
内
小
学
校
で
の
学

習
支
援
（
担
任
教
師
と
の
複
数
指
導
）

必
要
な
資
格　
小
・
中
学
校
教
員
免

許
（
平
成
19
年
３
月
取
得
見
込
み
可
）

勤
務
場
所　

市
立
小
学
校

勤
務
日　

原
則
月
〜
金
曜
日
（
１
日

７
時
間
以
内
）

図
書
館
補
助
員

仕
事
の
内
容　

図
書
の
貸
し
出
し
補

助
、
整
理
、
修
理
な
ど

必
要
な
資
格　

特
別
な
資
格
は
不
要

勤
務
場
所　

市
立
小
・
中
学
校

勤
務
日　

週
３
日
・
１
日
４
時
間

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
相
談
員

仕
事
の
内
容　

生
徒
と
の
触
れ
合
い

を
通
し
て
の
相
談
や
援
助
な
ど

必
要
な
資
格　

特
別
な
資
格
は
不
要

勤
務
場
所　

市
立
小
・
中
学
校

勤
務
日　

原
則
月
〜
金
曜
日
（
１
日

６
時
間
）

特
別
支
援
補
助
員

仕
事
の
内
容　

障
害
の
あ
る
児
童
・

生
徒
の
自
立
支
援
、
介
助
な
ど

必
要
な
資
格　

特
別
な
資
格
は
不
要

勤
務
場
所　

市
立
小
・
中
学
校

勤
務
日　

原
則
月
〜
金
曜
日
（
１
日

５
時
間
）

生
徒
指
導
支
援
員

仕
事
の
内
容　

学
習
支
援
、
校
内
パ

ト
ロ
ー
ル
な
ど

必
要
な
資
格　
小
・
中
学
校
教
員
免

許
（
平
成
19
年
３
月
取
得
見
込
み
可
）

勤
務
場
所　

市
立
小
・
中
学
校

勤
務
日　

原
則
月
〜
金
曜
日
（
１
日

７
時
間
）

問
い
合
わ
せ
と
申
し
込
み　

市
販

の
履
歴
書
（
顔
写
真
貼ち
ょ
う

付ふ

・
返
却

不
可
）
を
直
接
ま
た
は
郵
送
で
、

小
・
中
学
校
用
務
員
希
望
の
か

た
は
教
育
総
務
課
（
〠
３
６
６
ー

０
８
２
３
・
深
谷
市
本
住
町
17
ー
３
・

☎
５
７
４
ー
５
８
１
１
）、
そ
れ
以

外
の
か
た
は
学
校
教
育
課
（
同
住

所
・
☎
５
７
２
ー
９
５
７
８
）
へ

入
札
参
加
申
請
の
受
け
付
け

平
成
19
・
20
年
度
中
に
市
が
発
注

す
る
建
設
工
事
お
よ
び
設
計
・
調
査
・

測
量
、
土
木
施
設
維
持
管
理
、
そ
の

他
業
務
委
託
な
ら
び
に
物
品
の
納
入

（
建
設
資
材
を
含
む
）
に
か
か
わ
る

請
負
な
ど
の
競
争
入
札
、
見
積
も
り

の
参
加
を
希
望
さ
れ
る
か
た
の
受
け

付
け
を
行
い
ま
す
。

受
付
期
間　
２
月
１
日
㈭
〜
28
日
㈬

午
前
９
時
〜
11
時
30
分
、
午
後
１

時
〜
４
時
（
た
だ
し
、
土
・
日
曜
日
、

祝
日
を
除
く
）

受
付
場
所　

市
役
所
本
庁
舎
２
階
入

札
準
備
室

提
出
書
類　

深
谷
市
指
定
様
式
（
提

出
要
領
の
配
布
に
つ
い
て
は　

１

月
中
旬
に
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
予
定
）

問
い
合
わ
せ
と
申
し
込
み　

総
務
課

（
☎
５
７
４
ー
６
６
３
４
）
へ

学
校
給
食
用
物
資
納
入
業
者

　

平
成
19
年
度
中
に
各
学
校
・
給
食

セ
ン
タ
ー
が
発
注
す
る
学
校
給
食
用

の
食
材
に
つ
い
て
、
納
入
を
希
望
す

る
か
た
の
登
録
を
行
い
ま
す
。

申
請
方
法　

申
請
書
に
必
要
事
項
を

記
入
・
押
印
の
上
、
必
要
書
類
を

添
え
て
提
出

受
付
期
間　

１
月
22
日
㈪
〜
２
月
９

日
㈮
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
（
た

だ
し
、
平
日
の
正
午
〜
午
後
１
時

ま
で
の
間
と
土
・
日
曜
日
、
祝
日

を
除
く
）

申
請
書
の
配
布
お
よ
び
受
付
場
所　

教
育
委
員
会
教
育
総
務
課
、
岡
部

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
ま
た
は
花
園

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

有
効
期
間　

平
成
19
年
４
月
１
日
㈰

か
ら
１
年
間

問
い
合
わ
せ　

教
育
総
務
課
（
☎

５
７
４
ー
５
８
１
１
）
へ

自
衛
官

防
衛
庁
で
は
、
来
春
採
用
予
定
の

自
衛
官
を
次
の
通
り
募
集
し
ま
す
。

自
衛
隊
生
徒

受
付
期
間　

１
月
９
日
㈫
ま
で

応
募
資
格　

日
本
国
籍
を
有
し
、
平

成
19
年
４
月
１
日
現
在
、
15
歳
以

上
17
歳
未
満
の
男
子
で
中
学
校
卒

業
者
（
卒
業
見
込
み
含
む
）

募
集
人
員　

陸
上
２
５
０
人
、
海
上

50
人
、
航
空
50
人

二
等
陸
・
海
・
空
士

受
付
期
間　

３
月
上
旬
ま
で

応
募
資
格　

日
本
国
籍
を
有
し
、
平

成
19
年
４
月
１
日
現
在
、
18
歳
以

上
27
歳
未
満
の
男
子

募
集
人
員　

約
１
０
０
人

予
備
自
衛
官
補

受
付
期
間　

１
月
上
旬
〜
４
月
上
旬

応
募
資
格　

一
般
＝
18
歳
以
上
34
歳

未
満
の
か
た
・
技
能
＝
18
歳
以
上

で
保
有
す
る
技
能
に
応
じ
て
53
〜

55
歳
未
満
の
か
た

募
集
人
員　

一
般
＝
約
１
，
０
０
０

人
・
技
能
＝
２
０
０
人

問
い
合
わ
せ
と
資
料
の
請
求　

自
衛

隊
埼
玉
地
方
協
力
本
部
熊
谷

地
域
事
務
所
（
〠
３
６
０
ー

０
０
３
１
・
熊
谷
市
筑
波
３
ー

90
ー
１
国
際
ビ
ル
２
階
・
☎

５
２
２
ー
４
８
５
５
）
へ

熊
谷
基
地
モ
ニ
タ
ー

　

航
空
自
衛
隊
お
よ
び
熊
谷
基
地
に

対
す
る
ご
意
見
、
ご
提
言
な
ど
を
お

聞
き
す
る
た
め
、
基
地
モ
ニ
タ
ー
を

募
集
し
ま
す
。

対
象　

20
歳
以
上
の
県
内
在
住
（
議

会
議
員
お
よ
び
常
勤
公
務
員
を
除

く
）
で
、
防
衛
問
題
や
自
衛
隊
に

関
心
が
あ
り
、
公
正
で
建
設
的
な

意
見
を
述
べ
て
い
た
だ
け
る
か
た

で
、平
日
の
会
議
（
年
２
回
程
度
）

な
ど
に
出
席
可
能
な
か
た

期
間　

委
嘱
さ
れ
た
日
か
ら
平
成
20

年
３
月
31
日
㈪
ま
で

募
集
人
員　

３
人

問
い
合
わ
せ
と
申
し
込
み　

官
製
は

が
き
に
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
職
業
、
電
話
番
号
お
よ
び

申
し
込
み
理
由
を
記
入
の
上
、
２

月
16
日
㈮
（
必
着
）
ま
で
に
、
航

空
自
衛
隊
熊
谷
基
地
広
報
室
（
〠

３
６
０
ー
０
８
４
６
・
熊
谷
市

拾
六
間
８
３
９
・
☎
５
３
２
ー

３
５
５
４
）
へ

Ｌ
・
フ
ォ
ル
テ
か
ら
の
お
知
ら
せ

女
性
の
た
め
の
輝き
り
ょ
く力
ア
ッ
プ
講
座

　

〜
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
編
〜

　

自
分
の
魅
力
を
引
き
出
す
た
め
の

力
（
輝き

り
ょ
く力

）
を
身
に
付
け
ま
す
。
今

回
は
、
自
宅
で
の
お
も
て
な
し
や
訪

問
時
な
ど
の
マ
ナ
ー
で
す
。

と
き　
【
１
日
目
】
２
月
５
日
㈪

「
ラ
ッ
ピ
ン
グ
de
お
も
て
な
し
テ
ー

ブ
ル
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
」、　
【
２

日
目
】
２
月
９
日
㈮
「
訪
問
時
（
洋

室
・
和
室
）
の
基
本
マ
ナ
ー
ほ
か
」

各
日
午
後
６
時
30
分
〜
８
時
30
分

（
２
回
コ
ー
ス
）

と
こ
ろ　

Ｌ
・
フ
ォ
ル
テ
研
修
室
Ａ

講
師　

近こ
ん

藤ど
う

華は
な

永え

氏
、
山や
ま

谷た
に

月つ
き

乃の

氏
（
ロ
マ
ラ
ン
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ

ナ
ル
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
マ

ナ
ー
）

対
象
と
定
員　

２
日
間
と
も
参
加
可

能
な
市
内
在
住
の
か
た
20
人

参
加
料　

１
，
０
０
０
円

笑顔にあふれ活力を創出する　しあわせ市民都市 1415

プ
リ
ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー

　
　

ア
レ
ン
ジ
講
習
会

　

生
花
を
特
殊
保
存
加
工
し
、
枯
れ

る
こ
と
な
く
、
生
花
の
色
合
い
や
美

し
さ
を
何
年
も
保
ち
続
け
る
こ
と
が

で
き
る
「
永
遠
の
花
」
の
ア
レ
ン
ジ

で
す
。

と
き　
【
第
１
回
】
２
月
２
日
㈮
午

後
６
時
〜
、【
第
２
回
】
２
月
３

日
㈯
午
後
１
時
30
分
〜
（
講
習
時

間
は
２
時
間
程
度
）

と
こ
ろ　

Ｌ
・
フ
ォ
ル
テ
研
修
室
Ａ

対
象
と
定
員　

市
内
在
住
の
か
た
で
、

各
回
と
も
16
人

参
加
料　

２
，５
０
０
円
（
材
料
費
）

問
い
合
わ
せ
と
申
し
込
み　

直
接
ま

た
は
電
話
で
Ｌ
・
フ
ォ
ル
テ
（
☎

５
７
３
ー
４
７
６
１
・
火
曜
日
休

館
）
へ

パ
ソ
コ
ン
教
室

対
象　

市
内
在
住
在
勤
者
で
、
各
対

象
要
件
を
満
た
す
か
た

と
こ
ろ　

深
谷
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
・
深
谷
公
民
館
Ｉ
Ｔ
ル
ー
ム

定
員　

各
講
座
先
着
20
人

参
加
料　

５
０
０
円
（
資
料
代
）

問
い
合
わ
せ
と
申
し
込
み　

１
月

23
日
㈫
午
前
８
時
30
分
か
ら
、
参

加
料
を
添
え
て
深
谷
生
涯
学
習

※
文
化
団
体
、
ス
ポ
ー
ツ
団
体
、
市
民
団
体
な
ど
の
情
報
に
つ
い
て
は
、

別
冊
の
「
お
し
ら
せ
版
」
に
掲
載
し
て
い
ま
す

Fukaya City Public Information,2007.01,Japan

セ
ン
タ
ー
・
深
谷
公
民
館
（
☎

５
７
１
ー
０
５
０
６
）
へ

　

消
防
団
出
初
式

深
谷
市
消
防
団
で
は
、
平
成
19

年
の
新
春
を
飾
る
出
初
式
を
次
の
通

り
実
施
し
ま
す
。

と
き　

１
月
７
日
㈰
午
前
10
時
〜

と
こ
ろ　

消
防
本
部
庁
舎
屋
外
訓
練
場

※
な
お
、
出
初
式
当
日
は
サ
イ
レ
ン
を

吹す
い

鳴め
い

し
ま
す
の
で
、
火
災
と
間
違
わ

講座名 内  容 と  き 対  象

パソコン入門 コンピューターの起
動、日本語の入力

2 月  7 日 ㈬
      8 日 ㈭

午前９時
～正午

わくわく入力
カードなどの作品を
作りながら、日本語
入力をマスターする

2 月 13 日 ㈫
     20 日 ㈫

パソコン入門受講済み、
または同等レベルのかた

インターネッ
ト入門

ホームページを見る、
お気に入りへの登録 2 月 15 日 ㈭

日本語入力ができるかた

ラベル作成 オリジナルカード、
シールの作成 2 月 26 日 ㈪



ひ
と
り
親
家
庭

　

親
子
ス
キ
ー
バ
ス
ハ
イ
ク

と
き　

２
月
18
日
㈰

と
こ
ろ　

水
上
高
原
ス
キ
ー
場

対
象
と
定
員　

市
内
在
住
の
ひ
と
り

親
家
庭
の
親
子
で
、
先
着
40
人

参
加
料　
親
子
２
人
で
１
，
０
０
０

円
（
１
人
増
す
ご
と
に
５
０
０
円
追

加
）。
た
だ
し
、
未
就
学
児
は
無
料

※
リ
フ
ト
券
代
・
昼
食
代
は
自
己
負
担

問
い
合
わ
せ
と
申
し
込
み　
１
月
９

日
㈫
か
ら
、
証
明
書
類
（
ひ
と
り
親

ン
タ
ー
（
菅
沼
１
０
１
９
）

講
師　

長は

谷せ

川が
わ

福ふ
く

次じ

氏
（
土
の
会
）

参
加
料　

５
０
０
円
（
材
料
代
）

問
い
合
わ
せ
と
申
し
込
み　

１
月

22
日
㈪
か
ら
直
接
川
本
出
土
文
化

財
管
理
セ
ン
タ
ー
（
☎
５
８
３
ー

６
０
１
９
）
へ

※
申
込
時
に
材
料
を
お
渡
し
し
ま
す

の
で
、
事
前
に
土
を
こ
ね
て
準
備

し
て
い
た
だ
き
ま
す

こ
の
冬
を
「
山
の
家
」
で
過
ご
し

て
み
ま
せ
ん
か

山
の
家
周
辺
に
は
「
ス
キ
ー
＆

ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
」
や
「
雪
遊
び
」
が

で
き
る
ス
キ
ー
場
が
、
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
。

源
泉
か
け
流
し
の
湯
と
、
魚
沼

郷
土
料
理
で
、
こ
の
冬
の
思
い
出
を

作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

宿
泊
料
（
１
泊
２
食
付
き
）　

大
人

＝
５
，
０
０
０
円
、
小
学
生
＝

４
，
０
０
０
円
、
未
就
学
児
＝
無

料
（
食
事
無
し
※
別
料
金
で
お
子

様
メ
ニ
ュ
ー
あ
り
）

問
い
合
わ
せ
と
申
し
込
み　

く
ら
し

い
き
い
き
課(

☎
５
７
４
ー

６
６
３
３)

、
ま
た
は
山
の
家

(

☎
０
２
５
ー
７
７
２
ー
４

１
６
６)

へ

も
く
せ
い
館
天
体
観
望
会

「
冬
の
星
座
を
見
る
」

と
き　

１
月
20
日
㈯
午
後
７
時
〜

（
雨
天
・
曇
天
の
場
合
は
１
月
27

日
㈯
午
後
７
時
〜
）

と
こ
ろ　

も
く
せ
い
館
天
体
観
測
室

受
け
付
け　

当
日
も
く
せ
い
館
で
受

け
付
け
ま
す
。
夜
間
の
活
動
と
な

り
ま
す
の
で
小
・
中
学
生
は
保
護

者
同
伴
で
お
願
い
し
ま
す

※
室
内
は
冷
え
込
み
ま
す
の
で
、
寒

さ
へ
の
備
え
（
特
に
足
元
）
を
お

願
い
し
ま
す

問
い
合
わ
せ　

も
く
せ
い
館
（
☎

５
８
３
ー
７
７
３
３
）
へ

バ
レ
ン
タ
イ
ン

｢

チ
ョ
コ
ケ
ー
キ
づ
く
り｣

と
き　
２
月
３
日
㈯
午
前
10
時
〜
正
午

と
こ
ろ　

藤
沢
公
民
館
調
理
室

内
容　

チ
ョ
コ
ケ
ー
キ
と
バ
レ
ン
タ

イ
ン
チ
ョ
コ
づ
く
り

講
師　

安や
す

岡お
か

美み

重え

先
生
（
栄
養
士
）

対
象
と
定
員　

小
学
校
４
年
生
以
上

の
市
民
の
か
た
で
、
先
着
20
人

参
加
料　

７
０
０
円

問
い
合
わ
せ
と
申
し
込
み　

１
月
10

日
㈬
午
前
９
時
か
ら
参
加
料
を
添

え
て
藤
沢
公
民
館
（
☎
５
７
１
ー

０
３
４
５
）
へ

図
書
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

深
谷
市
立
図
書
館

■
古
典
文
学
講
座

　
「
武
蔵
国
の
防さ
き
も
り人
の
歌
」

と
き　

２
月
14
日
㈬
・
21
日
㈬
午
後

１
時
30
分
〜
３
時
30
分

内
容　
『
万
葉
集
』
の
武
蔵
国
の
防

人
の
歌
を
読
み
味
わ
い
、
そ
の
背

景
を
考
え
る

講
師　

吉よ
し

橋は
し

孝た
か

治じ

氏

定
員　

先
着
40
人

参
加
料　

無
料

問
い
合
わ
せ
と
申
し
込
み　

１
月

５
日
㈮
か
ら
電
話
ま
た
は
直
接
深

谷
市
立
図
書
館
（
☎
５
７
１
ー

８
２
１
０
）
へ

■
お
は
な
し
会

と
き　
１
月
27
日
㈯
午
前
10
時
30
分
〜

問
い
合
わ
せ　

深
谷
市
立
図
書
館

（
☎
５
７
１
ー
８
２
１
０
）
へ

岡
部
図
書
館

■
お
は
な
し
会

と
き  

１
月
20
日
㈯
午
前
10
時
30
分
〜

問
い
合
わ
せ　

岡
部
図
書
館
（
☎

５
８
５
ー
５
９
６
８
）
へ

花
園
図
書
館
（
ア
ク
ロ
ス
）

■
お
は
な
し
玉
手
箱（
お
は
な
し
会
）

と
き　

１
月
７
日
㈰
・
21
日
㈰
・
２

家
庭
等
医
療
費
受
給
者
証
な
ど
）、

参
加
料
を
持
っ
て
、
市
社
会
福
祉

協
議
会 (

☎
５
７
３
ー
６
５
６
３)

ま
た
は
岡
部
支
所
（
☎
５
８
５
ー

６
９
７
９
）、
川
本
支
所
（
☎

５
８
３
ー
７
６
０
０
）、
花
園
支
所

（
☎
５
８
４
ー
１
２
０
５
）
へ

　

奨
学
資
金
給
与
制
度

市
で
は
、
経
済
的
な
理
由
で
高
等

学
校
ま
た
は
高
等
専
門
学
校
な
ど
で

の
修
学
が
困
難
な
市
民
の
か
た
を
対

象
に
、
奨
学
資
金
を
給
与
し
て
い
ま
す
。

奨
学
生
の
条
件　

次
の
条
件
を
す
べ

て
満
た
す
か
た　

①
性
行
善
良
で
、

学
業
成
績
が
良
好
な
か
た　

②
経

済
的
な
理
由
に
よ
り
学
資
の
支
出

が
困
難
な
世
帯
の
子　

③
学
校
長

が
推
薦
す
る
か
た

給
与
額　

月
額
９
，
６
０
０
円　

申
請
方
法　

現
在
在
学
す
る
学
校
長

ま
た
は
、
出
身
校
の
学
校
長
を
通

し
て
、
３
月
30
日
㈮
ま
で
に
申
請

し
て
く
だ
さ
い
（
申
請
書
は
２
月

１
日
㈭
か
ら
市
内
中
学
校
、
教
育

総
務
課
、
教
育
委
員
会
各
事
務
所

で
配
布
し
ま
す
）

奨
学
生
の
決
定　

５
月
中
に
決
定

問
い
合
わ
せ　

教
育
総
務
課
（
☎

５
７
４
ー
５
８
１
１
）
へ

市
有
地
を
公
売
し
ま
す

　

下
表
の
市
有
地
を
一
般
競
争
入
札

に
よ
り
売
却
し
ま
す
。
入
札
に
参
加

ご
希
望
の
か
た
は
、
実
施
要
領
を
ご

覧
の
上
、
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

実
施
要
領
の
配
布
期
間　

１
月
22
日

㈪
〜
２
月
９
日
㈮
（
た
だ
し
、土
・

日
曜
日
を
除
く
）
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月
４
日
㈰
午
後
３
時
〜

■
子
ど
も
映
画
会

と
き　
１
月
14
日
㈰
午
前
10
時
30
分
〜

内
容　
「
て
ぶ
く
ろ
を
買
い
に
」・「
お

お
き
な
か
ぶ
」

■
飛
び
出
す
絵
本

　
　

立
体
絵
本
作
り
教
室

と
き　
１
月
27
日
〜
３
月
３
日
の
毎

週
土
曜
日
（
た
だ
し
２
月
24
日
を

除
く
・
全
５
回
）
午
後
１
時
30
分

〜
３
時

と
こ
ろ　

花
園
公
民
館
学
習
室

講
師　

新に
っ

田た

一か
ず

良よ
し

氏

対
象
と
定
員　

市
内
在
住
在
勤
者
で

先
着
15
人

参
加
料　

１
，０
０
０
円
（
教
材
費
）

申
し
込
み　

１
月
６
日
㈯
午
前
９
時

か
ら
、
各
図
書
館
窓
口
へ
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実
施
要
領
の
配
布
場
所　

総
務
課
お

よ
び
各
総
合
支
所
総
務
課
、
ま
た

は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す

応
募
の
申
込
期
間　

２
月
５
日
㈪
〜

９
日
㈮

入
札
日　

２
月
28
日
㈬

問
い
合
わ
せ　

総
務
課
（
☎
５
７

１
ー
１
２
１
１
・
内
線
２
０
１

７
・
２
０
１
８
）
へ

遊
休
農
地
の
管
理
の
お
願
い

　

空
気
が
乾
き
、
耕
作
さ
れ
て
い
な

い
農
地
の
雑
草
が
枯
れ
、
投
げ
捨
て

ら
れ
た
タ
バ
コ
な
ど
に
よ
る
火
災
の

発
生
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
農
地
を
所
有
さ
れ
て
い

る
か
た
や
、
管
理
を
任
さ
れ
て
い
る

か
た
は
、
枯
れ
た
雑
草
の
除
去
（
耕

運
や
刈
り
払
い
）を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

農
業
委
員
会
事
務
局

（
☎
５
７
４
ー
６
６
６
３
）
へ

問
い
合
わ
せ　

花
園
図
書
館
（
☎

５
７
９
ー
１
３
３
３
）
へ

■
図
書
館
休
館
日
（
４
館
共
通
）

〔
１
月
〕

１
日
㈷
・
２
日
㈫
・
３
日
㈬
・
４

日
㈭
・
９
日
㈫
・
15
日
㈪
・
22
日

㈪
・
29
日
㈪
・
31
日
㈬

〔
２
月
〕

５
日
㈪
・
13
日
㈫
・
19
日
㈪
・
26

日
㈪
・
28
日
㈬

■
図
書
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
ttp
://w

w
w
.lib
.c
ity.fu

ka
ya

.sa
ita
m
a
.jp
/

防
災
行
政
無
線
放
送
内
容
の
ご
案
内

※
通
話
料
の
み
で
、
情
報
料
は
か
か

り
ま
せ
ん

テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
番
号

０
１
８
０
ー
９

き
ゅ
う
き
ゅ
う
よ
ぼ
う
さ
い

９
４
４
３
１

川本地区の荒川に飛来している白鳥の数当てクイズを実施
します。当選者には豪華プレゼントがあります。

【飛来数予想日】１月 20日㈯（大寒の日）午前 10時現在
の白鳥飛来数

【応募要領】官製はがきに、①白鳥の数、②郵便番号、③住
所、④氏名（フリガナ）、⑤電話番号を記入の上、下記あて
先までご応募ください
◎当選者には、豪華賞品
を用意いたします。当
選者多数の場合は、抽
選により決定し、賞品
の発送をもって当選発
表にかえさせていただ
きます

【あて先】〠 369－1192  深谷市田中 197 深谷市川本総合
支所 川本産業振興課「白鳥飛来数当てクイズ」係

【締め切り】１月 12日㈮（当日消印有効）
【問い合わせ】 川本産業振興課（☎583－2538）へ

最低売却価格（円）

90,554,000

63,502,000

58,899,000

22,453,000

27,199,000

48,076,000

地積（㎡）

3,696.12

2,035.35

1,969.88

1,627.10

414.00

490.58

地目

宅地

宅地

宅地

宅地

宅地

宅地

土地の所在

折之口 1970番 2

上柴町東 7丁目 23番 16

上柴町東 7丁目 27番 3

人見 963番 2

西島町 2丁目 13番 2、13番 7

西島町 3丁目 14番 4、14番 12

物件番号

18－ 1

18－ 2

18－ 3

18－ 4

18－ 5

18－ 6

　　

　産業祭のスペシャルイベントとして開
催したエヌ・ワン・グランプリは、地元煮
ぼうとうが２年連続の勝利となりました。
　当日審査員として投票していただいた
かたの中から、抽選で決定した賞品の当
選者は以下の皆さんです。
　ご協力、誠にありがとうございました。
★賞品（深谷ねぎ５kg）当選者★
深谷市　八ツ田節子さん
本庄市　和田彰さん
嵐山町　飯嶋久子さん
深谷市　中島秀一朗さん
さいたま市　二川哲士さん
深谷市　佐藤秋子さん
深谷市　堀越優美さん
深谷市　遠山順子さん
上尾市　江川典子さん
熊谷市　柴崎勝美さん

問い合わせ
　 商工振興課（☎574－ 6650）へ

小
学
校
に
ボ
ー
ル
を
寄
付

　

深
谷
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
か
ら
、

青
少
年
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
一
助

と
し
て
、市
内
の
小
学
校
３
校
（
大

寄
小
・
藤
沢
小
・
上
柴
東
小
）
に

サ
ッ
カ
ー
ボ
ー
ル
63
個
と
ド
ッ
ジ

ボ
ー
ル
70
個
が
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

頂
い
た
ボ
ー
ル
は
、
今
後
、
授
業

や
ク
ラ
ブ
活
動
な
ど
で
大
切
に
活

用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

教
育
総
務
課(

☎

５
７
４
ー
５
８
１
１)

へ

11
月
の
善
意

　

市
社
会
福
祉
協
議
会
へ
の
11
月

の
寄
付
金
は
、
15
件
で
６
０
１
，

３
５
６
円
で
し
た
。
皆
さ
ん
の
温

か
い
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ　

市
社
会
福
祉
協
議

会(

☎
５
７
３
ー
６
５
６
３)

へ

　

広
報
ふ
か
や
は
、
点
字
版
と
テ
ー
プ
・
Ｃ
Ｄ
版
も
発
行
し
て
い
ま
す
。
送
付
を
希
望
さ
れ
る
か
た
は
市
社
会
福
祉
協
議
会(

☎
５
７
３
ー
６
５
６
３)

へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
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桜ヶ丘・藤沢・豊里子育て支援センター
○以下の事業は予約制です　　１月16日㈫ 午前 9時から電話でお申し込みください

受け付け 事業名 内　　　容 会　場　・　日　時 対　　象 募集人員 参加料

桜ヶ丘子育て支援センター
☎ 574 － 8002

療育の研修
（全２回）

講演『ＡＤＨＤの理解と対応』
講師：えじそんくらぶ代表･臨床
心理士　高

たか

山
やま

恵
けい

子
こ

氏

深谷生涯学習センター・深谷公民館
２月１日㈭午後２時～３時 30 分

市民のかた
福祉･教育関係
職員

先着
50人 無料講演『ＡＤＨＤのある子どもとう

まくつき合うために』
講師：えじそんくらぶの会東京Ｅ
－ＣＨＡＰ代表　井

い

出
で

籠
ごもり

栄
え

理
り

子
こ

氏

深谷生涯学習センター・深谷公民館
２月８日㈭午後２時～３時 30 分

パワフルらんど 第２弾！！栄養士指導のもと、親子でクッキングをしてみませんか？
深谷生涯学習センター・深谷公民館
２月 15 日㈭午前 10 時～午後１時 ３歳以上児 先着

15 組
600 円

（材料費）

藤沢子育て支援センター
☎ 551 － 5055 キッズビクス 親子でできるエアロビクスです。

心も体もリフレッシュ！！
豊里公民館
２月 22 日㈭午前 10 時 30 分～ 11 時 30 分 １歳半以上児 先着

50 組 無料

豊里子育て支援センター
☎ 587 － 1170 給食体験 給食を食べながら栄養士が食事や

栄養について相談に応じます
豊里子育て支援センター
２月１日㈭午前 11 時～正午

離乳食を終了し
ている親子

先着
7組

親 300 円
子 250 円

※療育の研修は一般のかたにもぜひ受講していただきたい内容です。子育て支援センター利用者以外のかたもお気軽にご参加ください

○以下の事業は予約は必要ありません
受け付け 事業名 内　　　容 会　場　・　日　時 対　　象 募集人員 参加料

各子育て支援センタ
ーに直接お越しくだ
さい

わくわく教室 親子でたっぷりスキンシップとっ
て遊べるひと時です

桜ヶ丘子育て支援センター
毎週水曜日
午前 10 時 30 分～ 11 時

１歳半未満児

人数に制
限はあり
ません

無料

午前 11 時 10 分～正午 １歳半以上児
藤沢子育て支援センター
豊里子育て支援センター
毎週水曜日　午前 11 時～正午

子育て支援セン
ターは幼稚園や
保育園に通って
いない未就学児
と保護者のかた
が利用できます

おはなし教室 豊かな心を育む絵本の読み聞かせ
です

各子育て支援センター
毎週金曜日　午前 11 時～正午

育児相談 子育ての悩みを一緒に考えまし
ょう

各子育て支援センター
毎週火、木、土曜日（随時相談に応じます）

広場 事業の無い時間、子育て支援セン
ターを開放しています

各子育て支援センター
（詳しくはお問い合わせください）

ハートフル広場 お子さんの発達について保健師が
アドバイスします

豊里子育て支援センター
１月 16 日㈫午前 10 時～ 11 時 30 分

※子育て支援センターは、日・月曜日、祝日はお休みです。

おかべ子育て支援センター（みらい幼児園おかべ内）（以下の事業はすべておかべ子育て支援センターで行います）
○以下の事業は予約制です　　午後1時から電話でお申し込みください

受け付け 事業名 内　　　容 日　　　　　時 対　　象 募集人員 参加料

おかべ子育て支援セ
ンターに電話でお申
し込みください
☎ 585 － 4101

わらべ歌教室 親子で、口ずさめる歌と触れ合い
遊び １月 23 日㈫　午前 10 時～ 11 時 －

各先着
20 組 　無料ヨガでストレ

ス解消 ヨガで子育ての疲れリフレッシュ！ １月 20 日㈯　午前 10 時～ 11 時 30 分 －

みんなの誕生
日会 その月に生まれた子どもの誕生会 １月 31 日㈬　午前 10 時～ 11 時 －

給食体験 みらい幼児園の給食が試食できます 1月 18 日㈭・２月８日㈭  午前 11 時～正午 離乳食を終了して
いる親子 先着７組 親 300 円

子 250 円

カンガルーべ
ビー

製作　コマ
紙皿でつくります
（紙皿はセンターで用意します）

１月 25 日㈭　午前 10 時～ 11 時 ２か月～６か月の
子どもと保護者

各先着
20 組 無料

１月 26 日㈮　午前 10 時～ 11 時 ７か月～１歳未満
の子どもと保護者

カンガルーキ
ッズ

製作　コマ
紙皿をステキに変身させて遊ぼう
(紙皿はセンターで用意します）

１月 12 日㈮　午前 10 時～ 11 時 １歳～２歳の子
どもと保護者

１月19日㈮・２月２日㈮  午前 10時～ 11時 ３歳～就学前の
子どもと保護者

○以下の事業は予約は必要ありません
受け付け 事業名 内　　　容 日　　　　　時 対　　象 募集人員 参加料

子育て支援センター
に直接お越しくださ
い

積み木教室
（世代間交流）

おじいちゃん、おばあちゃんと触
れ合いながら、ひのきの積み木で
遊びましょう

２月 10 日㈯　午前 10 時～ 11 時 30 分 －

人数に制
限はあり
ません

無料
おやこの広場

絵本は子どもの心の栄養です
今月はどんな絵本に出会えるかな？
※みどりの文庫担当

２月 ７日㈬　午前 10 時～ 11 時 ３歳～就学前の子
どもと保護者

１月 17 日㈬　午前 10 時～ 11 時 ２か月～１歳未満
の子どもと保護者

１月 24 日㈬　午前 10 時～ 11 時 １歳～２歳の子ど
もと保護者

子育て相談 子育ての悩みを一緒に考えましょう 毎週火曜日
随時相談に応じます

子育て支援センター
は、幼稚園や保育園
に通っていない未就
学児と保護者のかた
が利用できます

センター開放 事業の無い時間、子育て支援セン
ターを開放しています

午前９時～正午・午後１時～４時 30 分
（詳しくはお問い合わせください）
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平
成
18
年
中
に
介
護
保
険
に
よ

る
要
介
護
認
定
を
受
け
て
、
お
む
つ

を
使
用
さ
れ
て
い
る
か
た
が
、
確
定

申
告
で
医
療
費
控
除
を
受
け
る
場

合
に
は
、
医
師
が
発
行
す
る
「
お
む

つ
使
用
証
明
書
」
に
代
え
て
、
保
険

者
（
大
里
広
域
市
町
村
圏
組
合
）
が

発
行
す
る
「
お
む
つ
使
用
確
認
書
」

で
も
医
療
費
控
除
の
対
象
と
認
め

ら
れ
ま
す
。

た
だ
し
、
次
の
要
件
を
満
た
す
こ

と
が
必
要
で
す
。

◎
平
成
18
年
中
に
要
介
護
認
定
を
受

け
て
い
る
こ
と

◎
要
介
護
認
定
の
た
め
の
主
治
医
意

見
書
で
、
寝
た
き
り
状
態
に
あ
る

こ
と
、
お
よ
び
尿
失
禁
の
発
生
可

能
性
が
確
認
で
き
る
こ
と

◎
お
む
つ
代
の
医
療
費
控
除
を
受
け

る
の
が
、
２
年
目
以
降
で
あ
る
こ

と
（
初
め
て
の
か
た
は
、
医
師
が

発
行
す
る「
お
む
つ
使
用
証
明
書
」

が
必
要
で
す
）

問
い
合
わ
せ　

大
里
広
域
市
町
村
圏

組
合
介
護
保
険
課
（
☎
５
０
１―

１
３
３
０
）
ま
た
は
深
谷
介
護
保

険
事
務
所
（
長
寿
福
祉
課
内
・
☎

５
７
４―

８
５
４
４
）
へ

市
営
住
宅
の
入
居
者
を
次
の
通
り

募
集
し
ま
す
。

入居者募集住宅
住宅名 所在地 建築年度 間取り 募集

戸数
家賃（予定）
（円）

宿根住宅 宿根
600

平成 5年 3DK 2 23,900～
39,600

平成 6年 3DK 2 24,200～
40,100

平成 6年 2DK 1 20,100～
33,300

戸森住宅 戸森
56-1 平成 10年

3DK 2 25,900～
42,900

2DK 1 21,800～
36,600

入
居
の
条
件　

①
市
内
に
住
所
ま
た

は
勤
務
場
所
が
あ
る
こ
と 

②
同

居
ま
た
は
同
居
し
よ
う
と
す
る
親

族
が
い
る
こ
と 

③
現
在
住
宅
に
困

っ
て
い
る
こ
と 

④
年
収
が
一
定
額

以
下
で
あ
る
こ
と 

⑤
市
町
村
税
な

ど
を
完
納
し
て
い
る
こ
と

申
込
期
間　

１
月
４
日
㈭
〜
31
日
㈬

（
土
日
、
祝
日
を
除
く
）

申
込
方
法　

申
込
書
を
、
く
ら
し
い

き
い
き
課
・
各
総
合
支
所
市
民
環

境
課
へ
直
接
ま
た
は
郵
送
で
提
出

（
１
月
31
日
必
着
）

入
居
予
定
日　

３
月
１
日
㈭

※
詳
し
く
は
、
く
ら
し
い
き
い
き
課

お
よ
び
各
総
合
支
所
市
民
環
境
課

窓
口
配
布
の
募
集
案
内
、
市
ホ
ー

ム
ペー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
応
募

者
数
が
募
集
戸
数
を
上
回
っ
た
場

合
は
抽
選
に
な
り
ま
す

今
年
、フィ
リ
ピ
ン
で
犬
に
か
ま
れ
、

帰
国
後
狂
犬
病
を
発
症
し
た
事
例
が

２
件
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
様
な
狂
犬

病
の
輸
入
感
染
事
例
は
１
９
７
０
年

以
降
36
年
ぶ
り
で
す
。

狂
犬
病
は
、
狂
犬
病
に
感
染
し
た

動
物
に
か
ま
れ
る
こ
と
で
、
だ
液
中

に
排
出
さ
れ
る
ウ
イ
ル
ス
が
傷
口
か

ら
体
内
に
侵
入
す
る
こ
と
に
よ
り
感

染
し
ま
す
。
す
べ
て
の
ほ
乳
類
に
感

染
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
お
り
、
も

ち
ろ
ん
人
も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
人
も
動
物
も
発
症
す
る
と
ほ
ぼ

１
０
０
％
死
亡
す
る
と
い
う
怖
い
病

気
で
す
。

近
隣
諸
国
で
は
狂
犬
病
が
ま
ん
延

し
て
お
り
、
日
本
へ
の
侵
入
リ
ス
ク
は

皆
無
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
犬
を
飼
わ

れ
て
い
る
か
た
は
、
社
会
に
対
す
る

責
務
と
し
て
、
犬
の
登
録
と
年
１
回

の
狂
犬
病
の
予
防
注
射
を
必
ず
行
っ

て
く
だ
さ
い
。
狂
犬
病
予
防
注
射
は
、

生
後
91
日
以
上
の
犬
に
つ
い
て
は
４

月
１
日
か
ら
６
月
30
日
ま
で
の
間
に

毎
年
１
回
受
け
る
こ
と
が
法
律
に
よ

り
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

空
気
が
乾
燥
し
た
こ
の
時
期
に
な

る
と
、
枯
れ
た
雑
草
や
樹
木
の
苦
情

が
多
数
寄
せ
ら
れ
ま
す
。

火
災
発
生
の
危
険
が
あ
る
ば
か
り

か
、不
法
投
棄
の
誘
発
に
も
な
り
ま
す
。

ま
た
、
高
く
伸
び
た
木
や
隣
地
へ

は
み
出
し
た
枝
な
ど
は
、
周
辺
に
お

住
ま
い
の
か
た
に
迷
惑
を
掛
け
る
こ

と
に
な
り
ま
す
の
で
、
早
め
に
刈
っ
て

い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
市
で
は
エ
ン
ジ
ン
付
き
草
刈

り
機
の
貸
し
出
し
を
行
っ
て
い
ま
す
の

で
、
ご
希
望
の
か
た
は
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

く
ら
し
い
き
い
き
課

（
☎
５
７
４―
６
６
３
３
）
へ
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相談名 内容 とき ところ 問い合わせ

教育 子どもの非行や不登校、いじめ
など、学校生活上の悩み

電話相談・来所相談ともに毎週月～金曜日（祝日を除く）
午前 9時～正午・午後 1時～ 4時 30 分
ファックス・Ｅメールは 24 時間受け付け 教育庁舎内教育研究所

学校教育課
（教育研究所）
☎ 572 － 9456フリーダイヤル・ 0120－4－78374　 e-net@city.fukaya.saitama.jp

家庭・児童・母子 家庭、育児、不登校などの相談 毎週月～金曜日（祝日を除く）
午前 9時～午後 4時 市役所家庭児童相談室 児童課

☎ 574 － 6646

行政相談 行政に関する苦情など

1 月 17 日㈬、２月 ７日㈬
午前 9時～正午 市役所北別館市民相談室 くらしいきいき課

☎ 574 － 6633
1 月 18 日㈭、２月 15 日㈭
午後 1時 30 分～ 4時 岡部総合支所会議室 岡部市民環境課

☎ 585 － 2213
1 月 10 日㈬、２月 14 日㈬
午前 9時～正午 川本総合支所会議室 川本市民環境課

☎ 583 － 2783
１月 ９日㈫、２月６日㈫
午後 1時 30 分～ 4時 花園総合支所会議室 花園市民環境課

☎ 584 － 1122

法律相談 相続、離婚、金銭貸借、商取引
などの法律に関すること

毎週火曜日（祝日を除く）午後 1時 30 分～ 4時 30 分
予約制（電話で受け付け）※定員各日 10 人　担当＝弁護士

相談を希望される場合は、
担当課までご連絡ください

くらしいきいき課
☎ 574 － 6633

２月１日㈭
午後 1時 30 分～ 4時 岡部総合支所会議室 岡部市民環境課

☎ 585 － 2213
1 月 19 日㈮
午後 1時 30 分～ 4時 川本総合支所会議室 川本市民環境課

☎ 583 － 2783
２ 月 16 日㈮
午後 1時 30 分～ 4時 花園総合支所会議室 花園市民環境課

☎ 584 － 1122

市民相談 市民生活全般 毎週月～金曜日（祝日を除く）
午前 9時 30 分～正午・午後 1時～ 4時 30 分　担当＝市民相談員 市役所北別館市民相談室 くらしいきいき課

☎ 574 － 6633

消費生活 商品契約に関する苦情など 毎週水・金曜日（祝日を除く）
午前 10 時～正午・午後 1時～ 4時　担当＝消費生活相談員

相談を希望される場合は、
担当課までご連絡ください

くらしいきいき課
☎ 574 － 6633

悪質商法
110番

悪質商法に関する相談および
クーリングオフの仕方など

毎週月～金曜日（祝日を除く）
午前 9時～正午・午後 1時～ 4時 30 分　担当＝くらしいきいき課職員 電話により随時受け付け くらしいきいき課

☎ 574 － 8527

税務 税理士および国税局税務相談員
による税一般に関する相談

１月 22 日㈪、２月 20 日㈫
午前 10 時～午後 4時　担当＝税理士会会員 市役所西別館 201 会議室 市民税課

☎ 574 － 6637

人権 生活全般で感じた人権上の
困りごとや悩みの相談

１ 月：市役所西別館 301 会議室
２ 月：市役所西別館 201 会議室

人権政策課
☎ 574 － 6643

1  月 10 日㈬、２ 月 13 日㈫ 岡部総合支所１階会議室 岡部総務課
☎ 585 － 2211

午前 10 時～正午・午後 1時～ 3時 川本総合支所 1階相談室 川本総務課
☎ 583 － 2781

花園総合支所 203 会議室 花園総務課
☎ 584 － 1121

L・フォルテ
相談室 心や体、ＤＶの悩みなど １月 20 日㈯

午前 11 時～午後３時　予約制 Ｌ・フォルテ２階研修室 B Ｌ・フォルテ
☎ 573 － 4761

内職・就職・求人
・内職に関する仕事の紹介
・就職に関する相談
・求人情報の提供

毎週月・木曜日＝午前 10 時～正午・午後 1時～ 3時
（いずれも祝日を除く）　内職・就職は予約制

産業会館３階商工振興課隣の
会議室

商工振興課
☎ 574 － 6650

結婚 結婚に関する相談、紹介など １月４日㈭・21 日㈰、２月１日㈭
午後 1時～ 3時 深谷コミュニティセンター 社会福祉協議会

☎ 573 － 6563

相談名 内容 検査 とき ところ 問い合わせ

エイズ相談・
　　　エイズ検査

エイズなどに関する相談と血液検査
予約制　
※原則無料・匿名可
※即日検査は採血後 60分で結果が分
かります

※通常検査ではＢ・Ｃ型肝炎、梅毒検
査も受検可（無料）

エイズ即日検査 １月 ４日㈭、２月 １日㈭
午後 1時～ 3時

熊谷保健所 熊谷保健所
☎ 523 － 2811

エイズ検査（夜間） １月 ４日㈭、２月 １日㈭
午後 5時 30 分～6 時 30 分

通常検査
１ 月 23 日㈫
午前 10 時～ 11 時
午後 5時 30 分～6 時 30 分

精神保健福祉相談 精神科医師による精神保健福祉に関
する相談　予約制

１ 月 ９ 日㈫
午後 1時～ 2時 熊谷保健所 熊谷保健所

☎ 523 － 2811

県民法律相談 弁護士による法律相談　予約制 毎月第 1～第 3水曜日
午後 1時～ 4時

県北部地域創造センター
（県地方庁舎 1階）

県北部地域創造センター
☎ 522 － 6506

県民相談・
　　交通事故相談 家庭の困りごとや交通事故相談 毎週月～金曜日

午前 9時～午後 4時
県北部地域創造センター
（県地方庁舎 1階）

県北部地域創造センター
☎ 522 － 6506（県民相談）
☎ 521 － 7300（交通事故相談）
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大
切
な
友
達

私
に
は
、
数
え
き
れ
な
い
ほ
ど
た
く
さ

ん
の
と
っ
て
も
大
切
な
友
達
が
い
ま
す
。

そ
の一
人
に
去
年
、「
ペル
ー
」
と
い
う
国

か
ら
、
転
入
し
て
き
た
Ａ
ち
ゃ
ん
が
い
ま
す
。

Ａ
ち
ゃ
ん
は
、
日
本
語
も
英
語
も
あ
ま
り

よ
く
わ
か
ら
な
い
よ
う
で
し
た
。

去
年
の
た
ん
に
ん
の
先
生
が
、

「
ペ
ル
ー
と
い
う
国
は
、
英
語
で
な
く
ス
ペ
イ

ン
語
を
話
す
ん
で
す
よ
。」

と
、
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

私
は
、
去
年
の
夏
休
み
に
ア
メ
リ
カ
の

ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
の
は
と
こ
の
家
で
、「
ベ
ビ
ー

シ
ッ
タ
ー
」
を
し
ま
し
た
。
日
本
語
は
ほ

と
ん
ど
通
じ
な
く
、
ま
だ
英
語
も
よ
く
わ

か
ら
な
い
私
に
、
は
と
こ
の
お
母
さ
ん
や
、

そ
こ
に
住
ん
で
い
る
人
達
は
、
と
て
も
や
さ

し
く
、
ゆ
っ
く
り
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

そ
の
お
か
げ
で
私
も
、
少
し
ず
つ
英
語
が
わ

か
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

私
は
そ
の
時
、
ペル
ー
か
ら
来
た
Ａ
ち
ゃ

ん
の
こ
と
を
思
い
出
し
ま
し
た
。

「
Ａ
ち
ゃ
ん
は
、
知
ら
な
い
国
で
言
葉
も
わ

か
ら
な
い
で
、
き
っ
と
不
安
な
気
持
ち
な
ん

だ
ろ
う
な
。
私
と
Ａ
ち
ゃ
ん
は
、
よ
く
に

て
い
る
な
あ
。
よ
し
、
二
学
期
が
始
ま
っ
た

ら
、
Ａ
ち
ゃ
ん
と
た
く
さ
ん
お
話
し
て
み
よ

う
。」そし

て
今
年
。
ま
た
同
じ
ク
ラ
ス
に
な
れ

て
、
私
は
、
お
た
が
い
に
い
ろ
ん
な
こ
と
を

話
し
て
い
る
つ
も
り
で
し
た
。
し
か
し
、
Ａ

ち
ゃ
ん
は
、「
仲
間
は
ず
れ
」
に
さ
れ
て
い

る
と
思
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
林
間
学
校
に

い
き
た
く
な
い
と
思
っ
た
そ
う
で
す
。

私
は
そ
の
時
、

「
Ａ
ち
ゃ
ん
の
大
変
さ
を
考
え
て
い
な
か
っ

た
の
か
も
し
れ
な
い
。」

と
、
思
い
ま
し
た
。
ク
ラ
ス
の
み
ん
な
も
、

は
ず
か
し
い
気
持
ち
と
何
を
話
し
て
い
い
の

か
わ
か
ら
な
く
て
、
話
し
か
け
る
勇
気
が

な
か
っ
た
の
で
す
。
私
は
去
年
の
夏
に
ア
メ

リ
カ
で
生
活
し
た
時
の
こ
と
を
思
い
出
し
て

い
ま
し
た
。

「
Ａ
ち
ゃ
ん
と
も
っ
と
た
く
さ
ん
話
し
て
み

よ
う
。
教
え
て
も
ら
え
る
こ
と
も
き
っ
と
あ

る
は
ず
。」

と
、
思
い
ま
し
た
。

そ
の
日
か
ら
は
、
私
は
も
ち
ろ
ん
、
み

ん
な
も
Ａ
ち
ゃ
ん
に
、
や
さ
し
く
声
を
か

け
た
り
、
遊
び
に
さ
そ
っ
た
り
し
ま
し
た
。

私
は
心
配
に
な
っ
て
、

「
いっ
し
ょ
に
林
間
学
校
へ
行
こ
う
ね
。」

と
、
聞
い
て
み
る
と
、

「
う
ん
。」

と
、
は
ず
か
し
そ
う
に
う
な
ず
い
て
く
れ
ま

し
た
。

林
間
学
校
で
は
、
Ａ
ち
ゃ
ん
は
と
て
も

楽
し
く
す
ご
し
て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
Ａ

ち
ゃ
ん
を
見
て
、
私
も
と
て
も
う
れ
し
か
っ

た
で
す
。

小
さ
な
勇
気
を
出
し
て
話
し
か
け
て
み

た
こ
と
が
、
大
き
な
喜
び
に
変
わ
り
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
も
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
Ａ

ち
ゃ
ん
は
も
ち
ろ
ん
、
ま
わ
り
に
い
る
み
ん

な
と
仲
良
く
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

いつ
ま
で
も
友
達
を
大
切
に
し
、
は
げ
ま
し

合
い
な
が
ら
、
楽
し
く
学
校
生
活
を
送
っ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

桜
ヶ
丘
小
学
校
６
年

中な
か

田だ

有ゆ

香か 

さ
ん

言
い
方
を　

少
し
変
え
れ
ば　

ケ
ン
カ
な
し　
　
　
　
　

竹た
け

花は
な　

優ゆ
う

生き　

さ
ん

人
権
標
語

ひ
び
わ
れ
た　

心
を
い
や
す　

友
の
声　
　
　
　
　
　
　

笠か
さ

原は
ら　

巨な
お

也や　

さ
ん

－ 協力会員を募集しています！－

■深谷市子どもの虐待防止ホットライン（市役所家庭児童相談室内）■深谷市子どもの虐待防止ホットライン（市役所家庭児童相談室内）　　
　虐待が疑われる子どもを見つけた場合は、 ホットライン（☎ 574 － 3000）へご連絡ください。
■L・フォルテ子育て支援軽運動室開放■L・フォルテ子育て支援軽運動室開放
　子育て中のかた、お子さんを一緒に遊ばせたり、情報交換をしたりしませんか？
とき　毎週水曜日午後１時～４時　ところ　Ｌ・フォルテ軽運動室　対象　未就学児とその保護者
問い合わせ　Ｌ・フォルテ（☎573－4761・火曜日休館）へ

■いじめ対策緊急事業「保護者相談電話」（市役所秘書室内）■いじめ対策緊急事業「保護者相談電話」（市役所秘書室内）
開設期間　３月30日㈮まで　問い合わせ　保護者相談電話（フリーダイヤル 0120－97－0207）へ
受け付け　月～金曜日（ただし、祝日を除く）＝午前９時～正午・午後１時～４時30分

条件　市内にお住まいの 20歳以上のかたで、心身ともに健康で積極的に
援助活動ができるかた（資格などは問いません）
※その他詳しくは、センターまでお問い合わせください

子どもが好きで、
「子育ての手伝いで地域の役に立ちたい」、
「自分の子育ても終わり、時間に余裕ができてきたので経験を生かしてお手伝いがしたい」
というかた、協力会員になりませんか？
地域のみんなで、子育て中のお父さん・お母さんをバックアップしましょう！！

【深谷市ファミリーサポートセンター】は、「保育園や学童保育室への送り迎え」や
「急用ができてしまったときのお子さんの預かり」など、子育ての手助けが必要な
かたを地域のみんなで応援し、安心して子育てや仕事、家庭生活が送れるようにお
手伝いするシステムです。

■問い合わせ　深谷市ファミリーサポートセンター（☎551－ 4410・〠 366-0052深谷市上柴町西
４－２－６　深谷市勤労者家庭支援施設 L・フォルテ内）へ

■センター開所時間　午前９時～午後５時まで
■センター休館日　火曜日
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休日急患の診療

こども夜間診療所
1 月１ 日・ ２日・ ３日・ ７日・ ８日・ 14日

診療日

1 月 1日・ 2日・ 3日・ 6日・ 7日・ 8日
21 日・28日 13日・ 14日・ 20日・ 21日・27日・28日

2 月 4日・ 11日・12日・ 18日・25日
2 月 3日・ 4日・10日・ 11日・12日・17日

18日・24日・ 25日
午前 9 時～正午・午後 2 時～ 5時 診療時間 午後 7時～10 時
内科・小児科・外科 診療科目 小児科・内科
診療場所は、総合健診センター・休日急患診療所（常盤町・☎573－7723）です
※携帯電話から検索できます　 http://mobile.city.fukaya.saitama.jp/

●深谷市保健センターの保健事業　（☎575― 1101）

事業名 実施日時など 対象者など

離乳食教室 １月 10 日㈬ （受け付け：午前 9時 45 分～ 10 時） おおむね 3～ 4か月児　※1週間前までに要電話
予約（託児を希望されるかたは予約時にご相談ください）

4か月児健康診査

１月 19 日㈮ （受け付け：午後 1時～ 2時） 深谷区域の平成 18 年 ８月 24 日～ ９月３日生まれ

１月 23 日㈫ （受け付け：午後 1時～ 2時） 深谷区域の平成 18 年 ９月 ４ 日～ ９月 15 日生まれ

２月６日㈫ （受け付け：午後 1時～ 2時） 深谷区域の平成 18 年 ９月 16 日～ ９月 24 日生まれ

1歳 6か月児
健康診査

１月 30日㈫ （受け付け：午後 1時～ 2時） 深谷区域の平成 17 年 ６月 15 日～ ６月 30 日生まれ

２月１ 日㈭ （受け付け：午後 1時～ 2時） 深谷区域の平成 17 年 ７月  1 日～ ７月 15日生まれ

3歳児健康診査
１月 25 日㈭ （受け付け：午後 1時～ 2時） 深谷区域の平成 15 年 ６月 17 日～ ６月 30日生まれ

２月８ 日㈭ （受け付け：午後 1時～ 2時） 深谷区域の平成 15 年 ７月  1 日～ ７月 15日生まれ

乳幼児相談 １月 29 日㈪ 午前 10 時～ 11 時 30 分
午後 1時～ 4時

身長・体重の測定、子育てや栄養に関する相談
※午後は要電話予約

子育ての広場 １月 29 日㈪ 午前 10 時～午後 4時 子育て中の保護者とお子さん（未就学児）の
交流の場としてお部屋を開放

健康・不妊・
介護・禁煙相談

毎週月～金曜日
（祝日を除く） 午前 8時 30 分～午後 5時 15 分 ※要電話予約

老人健康相談 １月 23 日㈫ 午後 1時 30 分～ 2時 30 分　福寿荘 市内にお住まいの高齢者

こころの健康相談 １月 16 日㈫ （受け付け：午後 2時～ 3時 50 分）
精神的不安や対人関係、お酒に関する悩み、心の
病気などや福祉制度などについて相談のあるかた
※要電話予約

マタニティ教室
１月 12 日㈮

19 日㈮
27 日㈯

（受け付け：午前９時 30 分～、27 日㈯
は午前９時 20 分～）

おおむね妊娠中期（16 週～ 27 週）の妊婦と夫、
祖父母　※要電話予約

BCG接種
１月 15 日㈪ （受け付け：午後 1時～ 2時）

深谷区域の平成 18 年 ９月 16 日～ 10 月 15 日生まれ
■会場は総合健診センターです

●岡部保健センターの保健事業　（☎585― 2214）　岡部福祉健康課

事業名 実施日時など 対象者など
４か月児

健康診査 １月 24 日㈬ （受け付け：午後１時～２時） 平成 18 年  ８月・ ９月生まれ

３歳児健康診査 １月 31 日㈬ （受け付け：午後１時～２時） 平成 15 年  ６月・ ７月生まれ

乳幼児相談 １月 22 日㈪ 午前 10 時～ 11 時 30 分
午後  1 時～  4 時 ※午後は要電話予約

子育ての広場 １月 22 日㈪ 午前 10 時～午後 4 時 子育て中の保護者とお子さん（未就学児）の
交流の場としてお部屋を開放

老人健康相談
1月12日㈮・2月2日㈮ 午後 1時 30 分～ 2時 30 分

市内にお住まいのかた
■会場は岡部荘（旧岡部町老人福祉センター）です

BCG接種
１月 15 日㈪ （受け付け：午後 1時～ 2時）

平成 18 年 ９月 16 日～ 10 月 15 日生まれ
■会場は総合健診センターです

●川本保健センターの保健事業　（☎583― 2532）　川本福祉健康課

事業名 実施日時など 対象者など

離乳食教室 １月 24 日㈬ （受け付け：午前 9時 45 分～ 10 時） おおむね 3～ 4か月児
※１週間前までに要電話予約■会場は花園保健センターです

１歳６か月児
健康診査

１月 16 日㈫ （受け付け：午後 1時～ 2時）
川本・花園区域の平成 17 年 ５月・ ６月生まれ

■会場は花園保健センターです

乳幼児相談 １月 17 日㈬ 午前 10 時～ 11 時 30 分
午後 1時～ 4時

未就学児とその保護者
※午後は要電話予約

子育ての広場 １月 17 日㈬ 午前 10 時～午後 4時 子育て中の保護者とお子さん（未就学児）の
交流の場としてお部屋を開放

成人健康相談 １月 17 日㈬ 午後１時 30 分～２時 30 分 市内にお住まいのかた

BCG接種

１月 10 日㈬ （受け付け：午後 1時～ 2時） 川本・花園区域の平成 18 年 ９月生まれ■会場は花園保健センターです
２月 ８ 日㈭ （受け付け：午後 1時～ 2時） 川本・花園区域の平成 18 年 10 月生まれ■会場は川本保健センターです

●花園保健センターの保健事業　（☎584― 1123）　花園福祉健康課

事業名 実施日時など 対象者など
離乳食教室 １月 24 日㈬ （受け付け：午前 9時 45 分～ 10 時） おおむね 3～ 4 か月児　※１週間前までに要電話

予約（託児を希望されるかたは予約時にご相談ください）
１歳６か月児

健康診査 １月 16 日㈫ （受け付け：午後１時～２時） 花園・川本区域の平成 17 年 ５月・ ６月生まれ

乳幼児相談 １月 15 日㈪ 午前 10 時～ 11 時 30 分
午後 1 時～ 4時

身長・体重の測定、子育てや栄養に関する相談
※午後は要電話予約

子育ての広場 １月 15 日㈪ 午前 10 時～午後 4時 子育て中の保護者とお子さん（未就学児）の
交流の場としてお部屋を開放

マタニティ教室
２月９日㈮

16 日㈮
24 日㈯

（受け付け：午前 9時 30 分～、24 日㈯
は午前９時 20 分～）

おおむね妊娠中期（16 週～ 27 週）の妊婦と夫、
祖父母　※要電話予約

健康相談 １月 18 日㈭ 午後 1 時 30 分～ 2時 30 分 市内にお住まいの高齢者■会場は花園荘です

ＢＣＧ接種

１月 10 日㈬ （受け付け：午後 1時～ 2時） 花園・川本区域の平成 18 年 ９月生まれ■会場は花園保健センターです
２月 ８ 日㈭ （受け付け：午後 1時～ 2時） 花園・川本区域の平成 18 年 10 月生まれ■会場は川本保健センターです
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とき 休日診療医院名 問い合わせ
１月14日㈰ 石川医院耳鼻咽喉科 ☎ 571 － 0038

　　21日㈰ 矢部耳鼻咽喉科 ☎ 574 － 3535

　　28日㈰ 花園耳鼻咽喉科医院 ☎ 584 － 6512
※変更になる場合があります　

眼科・耳鼻咽喉科休日診療医院
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ハンギングバスケットマスター

ハンギングバスケットマスター

　

2/22
開 催

と　き：2月22日㈭
　　　　午前9時30分～11時30分
ところ：深谷コミュニティセンター ２階美術工芸室
定　員：20人（応募多数の場合は抽選の上、全員に結果を通知します）
対　象：市内在住在勤者
受講料：3,500円　申し込み締め切り：2月８日㈭

2 / 9
開 催

と　き：2月9日㈮
　　　　午前9時30分～11時30分
ところ：深谷コミュニティセンター ２階美術工芸室
定　員：20人（応募多数の場合は抽選の上、全員に結果を通知します）
対　象：市内在住在勤者
受講料：2,500円　申し込み締め切り：1月26日㈮

　　　　午前10時～午後5時
ところ：市民文化会館 展示室
主　催：平成福寿草の会
後　援：深谷市　問い合わせ：彩

さい

花
か

 ☎ 584-1155（田
た

島
じま

）

　　　　午前9時～午後4時（入館料：大人300円）
ところ：埼玉伝統工芸会館（小川町小川1220 ☎ 0493-72-1220)
主　催：埼玉県瓦商工業協同組合連合会 (☎ 571-0301)
後　援：埼玉県・深谷市ほか

　最近ガーデニング素材と
しても注目の瓦。
　1,400 年余りの歴史を
誇る埼玉県の「瓦」づくり。
伝統と技術に支えられた瓦
の魅力を紹介します。

と　き：１月4日㈭～28日㈰と　き：１月27日㈯・28日㈰

　江戸時代から引き継がれ
る伝統の銘花など多数展示。
　福を招く、縁起の良い花
として親しまれている福寿
草をぜひご覧ください。

　南地区では、公民館の呼び掛けで集
まった約500人のかたが、11月 11日、
西川沿いの土手約 500 ｍにユリの球根
を植えました。
　また、南中学校沿いには、後日、生徒
全員で植えました。

　６年生とＰＴＡ、市民ガーデニングボラ
ンティアが花壇を制作しました。瓦を使っ
て、桜の花びら模様を表現した花壇が、緑
豊かな森の本郷小学校に仲間入りしました。

　県が進める花いっぱい埼
玉の一環で行われているフ
ラワーコンテストの地域部
門で、深谷オープンガーデン
花仲間が見事入賞しました。
日ごろのボランティア活動
が認められての受賞です。

昼は花を楽しみ、夜は幻想的な光が楽しめるステイション
ガーデン。イルミネーションは1月末までの点灯となります。

平成18年度

深谷オープンガーデン花仲間

  今よみがえる幻の銘花！
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■ガーデニング教室のお申し込み・問い合わせは、電話でガーデンシティふかや推進室（☎ 551-5551)へ
http://www.city.fukaya.saitama.jp/fukayahanaweb/index.htm

ガーデニングボランティアの活動状況や学校などでのガーデニングの取り組みは、ホームページでも紹介しています。


